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一

八
･

一

九

世

紀
南
マ

ラ

ー

タ

地
方
に

お

け
る

知
行
領
主

制

-
特
に
パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家
に

つ

い

て

ー

一

序

言

一

七

世

紀

中

頃
シ

ヴ
ァ

ー

ジ

ー

･

ポ

ン

ス

レ

ー

(

一

六

三

〇

-

八

〇

年
)

が

西
ガ

ー

ト

山

脈
沿
い

に

建
設
し

た

マ

ラ

ー

タ

王

国
は

､

小

さ

な

官
僚
制
的
中
央
集
権
国

家
で

あ

り
､

そ

こ

で

は
､

官
職
は

世

襲
で

な

く
､

官
僚

･

武

将
も

知
行

給
で

は

な

く

貨
幣
給
を

支

給

さ

れ

る

の

が

原

則
で

あ

っ

た
｡

し

か

し
シ

ヴ
ァ

ー

ジ

ー

を

継
い

で

即

位
し

た

長
子
サ

ン

バ

ー

ジ

ー

は
一

六

八

九

年
ム

ガ

ル

軍
勢
の

急

襲
を

受
け
て

殺
さ

れ
､

王

子
シ

ャ

ー

フ

ー
(

シ

ヴ
ァ

ー

ジ

ー

二

世
)

も
ム

ガ

ル

の

捕
虜
と

な

り
､

国

土
は

ム

ガ

ル

に

占
拠
さ

れ

た
｡

そ

の

後
釣
二

〇

年
間
は

､

マ

ラ

ー

タ

の

勢
力
に

と
っ

て

危
機
の

時
期

で

あ

る

と

同

時
に

､

国
家

構
造
の

大
き

く

変

質
す
る

端
緒
と

な
っ

深

沢

宏

た

時
期
で

も

あ
っ

た
｡

こ

の

間
､

サ

ン

バ

ー

ジ

ー

の

弟
ラ

ー

ジ

ャ

ー

ラ

ー

ム

が

ま

ず
即

位
し

､

デ

カ

ン

の

各
地
を

転
々

と

移
動
し

な

が

ら
､

マ

ラ

ー

タ

武
将
た

ち

の

ゲ

リ

ラ

戦
闘
を

指
導
し

た
｡

そ

の

際
､

ム

ガ

ル

勢
力
は

､

マ

ラ

ー

タ

武

将
た

ち
を

脱
落
さ

せ

る

た

め
､

高
官
へ

の

採
用
と

知
行
の

授
与

を

提
示
し

､

こ

れ

に

応
じ
て

ム

ガ

ル

に

転
向
す

る

者
も

現

わ

れ

た
｡

マ

ラ

ー

タ

首

脳
部
は

､

か

か

る

離
脱
を

防
止

す

る

た

め
に

も
､

武
将
た

ち
に

対

し
､

各
自
の

奪
還

し

た

地

域

を

知
行
と

し
て

承

認

す
る

政

策
を

と

ら
ね

ば

な

ら

な
か

っ

た
｡

こ

う

し
て

ゲ

リ

ラ

戦
闘
の

二

〇

年
間
に

マ

ハ

ー

ラ

ー

シ

ュ

ト

ラ

の

各

地
に

マ

ラ

ー

タ

武
将
の

所
領
が

点

在
す

る

こ

と
に

な
っ

た
｡

一

七

〇
七

年
ム

ガ

ル

皇

帝
ア

ウ

ラ

ン

グ

ゼ

ー

ブ

が

没

す
る

と
､

叫

ノ

き占4



( 8 1 ) 一 八 ･
一

九 世紀 南 マ ラ ー タ地 方 に お け る知 行領 主 制

帝

国
体

制
の

解

体
が

始
ま

り
､

そ

の

機
会
に

､

マ

ラ

ー

タ

の

王

子

シ

ャ

ー

フ

ー

ほ

虜
囚
を

解
か

れ

て

帰
国

し
て

来
た

｡

そ

の

頃
マ

ラ

ー

タ

王

国
で

は

ラ

ー

ジ

ャ

ー

ラ

ー

ム

の

子
シ

ヴ
ァ

ー

ジ

ー

三

世
が

即

位
し
て

い

た

が
､

こ

れ

と
シ

ャ

ー

フ

ー

と

の

間
で

王

位
継

承

権

に

つ

い

て

何

回
か

戦
闘
が

行
な

わ

れ

た
｡

結
局
シ

ャ

ー

フ

ー

が

勝

ち
､

サ

タ

ラ

を

都
と

し
て

即

位
し
(

在
位

一

七

〇

八

-
四

九

年
)

､

彼
は

従

弟
た

ち
に

王

国
の

南

部
コ

ル

ハ

ー

プ

ー

ル

地

域
を

与

え
て

分

国
と

し

た
｡

こ

の

王

位
継
承

戦
争
と

そ

の

後
の

王

国
の

分

割
に

際
し

､

ゲ

リ

ラ

戦
争
以

来
の

武
将
の

多
く

は

従

弟
側
を

支

持
し

､

コ

ル

ハ

ー

プ

ー

ル

分

国
に

仕
え

る

か
､

各
自
の

所
領
に

引

退
し

た
｡

こ

れ

に

対

し
シ

ャ

ー

フ

ー

を

支

持
し

た

の

は
､

主

と

し
て

マ

ハ

ー

ラ

ー

シ

ュ

ト

ラ

北

部
に

散
在
し

た

無

名
の

領
主

層
や

､

特
に
コ

ン

カ

ン

出
身
の

バ

ラ
モ

ン

で
､

プ

ー

ナ

地

区

徴
税
官
で

あ

っ

た
パ

ー

ラ

ー

ジ

ー

･

ゲ
イ

シ

ュ

ワ

ナ

ー

ト
･

バ

ッ

ト

で

あ
っ

た
｡

シ

ャ

ー

フ

ー

は

即

位
に

最
も

功
献
し
た

こ

れ

ら
の

人

物
を

中

央
の

諸

大

臣

べ

Ⅰ

シ

ュ

ワ

ー

な

ど

の

要
職
に

就
け

､

特
に
パ

ー

ラ

ー

ジ

ー

を

宰

相
に

抜
擢
し

た

(

在
職

一

七
一

三

-
二

〇

年
)

｡

･
そ

し
て

王

は

こ

れ

ら

中

央

の

要

職
を

世

襲

と

し
､

各
地
に

世

襲
知
行
を

も

与

え

た
｡

更
に

､

王

は

統
治
の

実
務
に

適
さ

な
い

人

物
で

あ
っ

た

の

で
､

王

国
の

実

権
は

徐
々

に

宰
相
の

手

中
に

移
っ

た
｡

初
代

世

襲

宰

相
パ

ー

ラ

ー

ジ

ー

は
､

王

の

名

代
と

し
て

､

シ

ヴ
ァ

ー

ジ

ー

時
代
の

王

国

固

有
の

領

土
を

ム

ガ

ル

か

ら

奪
還

し
た

｡

第
二

代

宰
相

(

在

職
一

七

二

〇

-

四

〇

年
)

は
､

｢

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

帝

国
+

建
設
の

野
望

を

抱

き
､

一

七

三

〇

年
頃
プ

ー

ナ

に

宰

相

府
を

開
き

､

ム

ガ

ル

帝

国
の

解
体
に

乗

じ

て
､

武
将
た

ち

を

諸

方
に

派

遣
し

､

各
自
の

占
拠
し

た

地

域
を

そ

れ

ぞ

れ

永
代
知
行
と

し
て

認
め

た
｡

こ

う

し
て

マ

ハ

ー

ラ

ー

シ

ュ

ト

ラ

を

越
え
て

､

中
央
イ

ン

ド
､

西
部
イ

ン

ド
､

北

部
イ

ン

ド

の

各
地

に
マ

ラ

ー

タ

の

諸

侯
領
が

成
立

し
た

｡

こ

れ

ら
の

諸

侯
は

､

名

目

的
に

は

サ

タ

ラ

の

王
に

対

し
､

実
質
的
に

は

プ

ー

ナ

の

宰

相

に

対

し
て

､

伺

侯
､

貢
納

､

参
軍
の

義
務
を

負
い

､

所
領
の

ほ

ぼ

完
全
な

自
治
を

認

め

ら

れ

た
｡

こ

う
し

て
､

一

八

世

紀
に

復
活

し

た

マ

ラ

ー

タ

王

国

は
､

プ

ー

ナ

の

宰
相
を

中

心

と

す
る

諸

侯
の

ゆ

(

1
)

る

や

か

な

連
合

体

制
で

あ
っ

た
｡

か

つ

て

別
の

機
会
に

検
討
さ

れ

(

2
)

た

よ

う
に

､

ム

ガ

ル

帝
国
で

も
､

そ

の

他
の

ム

ス

リ

ム

王

国
で

も
､

官
僚

･

武
将
に

対

し
て

一

定

地

域

を

知
行
と

し
て

与

え

る

制
度
が

あ
っ

た

が
､

こ

れ

ら

は

短

期

交
替
を

原

則
と

し

た

の

に

対

し
､

一

八

世

紀
マ

ラ

ー

タ

王

国
で

は
､

諸

大

臣
の

知
行
も

､

諸

侯
の

そ

れ

も

事
実
と

し

て

世

襲
で

あ
っ

た
｡

何

故
に

知
行
の

せ

襲
化
が

生
じ

た

の

か

と
い

う

問
題
は

､

こ

れ

ら

諸

侯
領
の

内
部
構
造
の

問
題
と

だ

J

同
じ

く
､

ま

だ

殆
ど

研

究
さ

れ

て

い

な
い

問
題
で

あ

り
､

私

自
身

舶
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近
い

将
来
に

折
り

を

見
て

研

究
し
て

み

た

い

と

考
え

て

い

る
｡

本

稿
の

課
題
は

､

マ

ハ

ー

ラ

ー

シ

ュ

ト

ラ

以

外
の

地

域
に

成

立

し
た

マ

ラ

ー

タ

諸

侯
領
の

構
造
で

は

な

く
､

サ

タ

ラ

の

王

又
は

そ

の

名

代
と

し

て

世

襲

宰

相
が

直

接
に

支

配
し

た

マ

ハ

ー

ラ

ー

シ

ュ

ト

ラ

地

域
に

お

け

る

官
職
知
行
制
で

あ

る
｡

先

に

言

及

さ

れ

た

如

ス

ワ

ラ

I

く
､

一

七

世

紀
末
か

ら
一

八

世

紀
前
半
に

か

け

て
､

王

国

固
有
の

一

シ

ュ

ヤ

領
土
に

お

い

て

も
､

王
や

宰

相
の

高
官

･

武
将
に

対

し

て

知
行
が

与

え

ら
れ

､

こ

の

傾
向

は
一

八

世

紀
後
半
に

も

続
い

た
｡

こ

う

し

て

マ

ハ

ー

ラ

ー

シ

ュ

ト

ラ

の

各

地
に

､

特
に

南
部

一

帯
(

カ

ラ

ナ

地

方
の
一

部
も

含
め
て

｢

商
マ

ラ

ー

タ

地

方
+

と

呼
ば

れ

る
)

に
､

恐

ら

く
百

家

族
を

越
え

る

官

職
知
行

領
主
(

琶
邑
賢
忘
P

旨
且
卵

白
･

已
r

→

又

は

甘
F
抑

g
叫

a
賢

な

ど

と

呼
ば

れ

た

が

実

体
に

差
異
は

な

(

3
)

か

っ

た

と

思

わ

れ

る
)

が

居
る

こ

と

に

な
っ

た
｡

こ

れ

ら
の

中
に

は
､

一

六

二

七

世

紀
に

ア

ー

デ
ィ

ル
･

シ

ャ

ー

ヒ

ー

王

朝
の

官
職

知
行
を

与

え

ら

れ

て
､

そ

の

ま

ま

世

襲
化

し

た

り
､

一

七
･

一

八

世

紀
に

ム

ガ

ル

皇
帝
や

そ

の

後
継

者
ハ

イ

デ

ラ
バ

ー

ド

の

ニ

ザ

ー

ム

に

知
行

を

与

え

ら
れ

､

そ

れ

を

マ

ラ

ー

タ

政

府
に

追
認
し

て

も

(

4
)

ら
っ

た

者

も

若
干

居
た

が
､

大

部
分

は
､

一

七

世

紀
末
以

来
､

特

に
一

八

世

紀

全

般
を

通
し

て
マ

ラ

ー

タ

政

府
に

よ

っ

て

造

出
さ

れ

た

も
の

で

あ

る
｡

か

か

る

官

職

知
行
の

う

ち
､

小

規
模
の

も
の

ほ

か

な

り

頻
繁
に

交
替
さ

れ

た

が
､

少
な

く

と

も

大

規
模
の

も
の

は

減

車
実

上

世

襲

化

し
､

時
に

は

名
目

的
に

も

世

襲
を

承

認
さ

れ

る

も

の

が

多
か

っ

た
｡

従
っ

て
､

王

や

宰

相
の

直
轄
地

域
と

言
っ

て

も
､

彼
ら

が

そ

の

全

域
に

一

円

支

配
を

樹

立

し
､

家

産
官
僚
体

制
を

実

現
し

た

わ

け
で

は

な

く
､

そ

の

中
に

､

多
数
の

世

襲
化

し

た

知
行

領
主

を

内

包

し
て

い

た

わ

け

で

あ

る
｡

本
稿
は

､

か

か

る

知
行

領

主
の

う
ち

､

一

八

世

紀
後
半
に

最

大
の

領
主
の
一

つ

で

あ
っ

た
パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家

を

選
び

､

一

八

世

紀
に

お

け
る

そ

の

知
行
支

配
の

構
造

と

内

容
を

出
来
る

だ

け

経

験
的
に

検
討
し

､

次
い

で
一

九

世

紀
東
イ

ン

ド

会

社
に

よ

る

知
行
領
主

政

策
を

概

観
す
る

こ

と

を

意

図
し

て

い

る
｡

そ

う

す
る

こ

と
に

よ
っ

て

イ

ン

ド

史

に

お

け

る

｢

封
建
制
+

の

あ

り

方
と

､

植
民

地

支

配
に

よ

る

そ

の

変
貌
と

の

一

端
が

明

ら
か

に

な

る

と

思
わ

れ

る
｡

特
に
パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家

を

選

ん

だ

の

は
､

他
の

知
行
領
主
に

此

し
て

､

こ

の

家
族
に

関
す

る

(

5
)

資
料
が

比

較
的
に

多
い

と
い

う
こ

と

以

外
に

差

当
り

特

別
の

理

由

は

な
い

｡

(

1
)

以
上

の

経
過

に

つ

い

て
､

詳
し

く

は

近

く

発

表
さ

れ

る

筈
の

拙

稿

｢

マ

ラ

ー

タ

と
シ

タ

ー
地

域

民

族

国

家
の

成
立

と

崩
壊

1
+

(

岩

波

講

座

『

世

界
歴

史
』

第
一

三

巻

所

収
)

を

参
照

さ

れ

た

い

｡

(

2
)

拙
稿

｢

ア

ー

デ
ィ

ル

･

シ

ャ

ー

ヒ

ー

王

国
の

地

方

支

配
に

閲

す

ー

ノ



( $ 3 )
一

八.
･

一

九 世 紀甫 マ ラ ー タ 地 方 に お け る 知行 領主 制

る
一

研

究
+

(

一

檜
大

草

研

究

年

報

『

経
済

学

研
究
』

8
)

第

六

章
､

及
び

拙

稿

｢

一

七

世

紀

デ
カ

ン

に

お

け
る

ム

ガ

ル

帝

国
の

支

配

-

特
に

官
職

知
行

制
度
と

そ

の

荒
廃

-
+

(

『

一

橋
論
叢
』

六
二

･

一

)

ニ
ー

-
三

〇

頁
を

参
照

｡

(

3
)

正

確
な

数

は

明

ら
か

で

な
い

｡

G
･

C
･

く

臣
s

e
-

e

O
t

e

P
い

吋
･

く
･

民
P

ま
e

e

紆

P

せ
.

冒
r

⊇
岩
訂

e

か
J

内
申

忘
胃
ぎ

}

ざ
乳

首

乳
Q
･

､

芸

邑
已
邑
よ

｢

玩
を

叩

葛
訂
已

ゝ

罠

き
邑
h

阜

9
註
已
さ

b

打

ヨ
乳

計
払

見

知
仏
→

g
∈
さ

軋

さ

叶

訂

b
篭
Q

P
さ

P
き

乳

哲
邑
訂
3
少

』

旨
､
言
外

ぎ
〔
♂

g

邑
→

唱

g
→

邑
笥

叶

訂
b

旨
計
P

∋
き

■

邑
早
さ

P

邑

昏
⊇
罫
P

Q
Q

e

胃
芦

ヨ
仏

邑
叫

､

吋

?

O

n

p
､

-

苫
00

､

胃
.

-

!
N

に

は
､

一

九

世

紀

前

半

英
人

行

政

官
の

集
め

た

メ

モ

に

基
づ

い

て
､

マ

ラ

ー

タ
･

カ

ー

ス

ト

の

知

行

領

主
二

二

家

族
､

バ

ラ

モ

ン

･

カ

ー

ス

ー

の

知
行

領
主

三

六

家
族

､

ム

ス

リ

ム

領

主
三

家

族
､

計

六
一

家

族
を

挙

げ

て

い

る

が

完

全

で

は

な
い

｡

他

方

声

W
.

W
e

s
t

-

ゝ

旨
訂

∋
Q

キ

曳
叶

訂

哲
已
設

阜

罫
Q

哲
邑
訂
言

昏
言
註
P

〔

す

§
･
首
唱

争
9

宅
さ

ビ

匂

盲
1

罫
Q

Q
Q

e
Q

ミ
ミ

莞

阜
申
U

2
･

す
P

y

-

m

$
-

匂

り

巴
く

ー
粥

払

に

は
､

一

九

世
紀

中

葉
甫
マ

ラ

ー

タ

地

方

だ

け
の

群

小

藩
王

国
八

三

を

挙
げ

て

い

る

が
､

こ

の

中
に

は

元

来

同
一

家

族
に

属

し
て

い

て
､

一

九

世

紀
に

分

割
さ

れ

た

も
の

も

多

数

含
ま

れ

て

い

る

の

で

正

確
で

な
い

｡

(

4
)

内
申

忌

笥
ぎ

}

ざ

缶
切
､

監
Q

-

○

や

C

芦
-

p

や

き

-
00

㌦
¢

-
a
】

巴

-
中

､

00

斗

-
♪

巴
○

-
ヒ
･

(

5
)

本

稿
の

依

拠

す
る

主
な

資

料
は

次
の

三

つ

で

あ

る
｡

H
G
･

C
･

く
p

P

唱
e

p

∴

吋
一

く
･

呂
P

且
e
e

紆

P

河

竹

寛
監
2 .

仏

e

チ

幹
訂
･

邑
Q

己

寸
Q

∋
叶

訂

払
打

ぎ

言

知

旦
已
句

§
乱

さ
へ

訝
旨
∈
已
句

b
訂
→
叫

ぷ

¢

く
C
-

ヂ
】

ざ
○

冨
-

-

苦
の

-
ロ
.

(

以

下
に

∽

∽

河
吋

D

と

略

記

す
る

｡

)

こ

れ

に

つ

い

て

拙

稿

｢

十

八

世

紀
マ

ラ

ー

タ

王

国
の

国
家

と
カ

ー

ス

ト
+

(

『

一

橋
論

叢
』

四

九
･

五
)

四

二

1
四

頁
を

参
照

｡

臼

く
･

く
.

R
F

賀
e

(

S

昌
許

･

き

→
e

告

ど
1

0

巾

呂
岩
山

H
荘
F

S
c

F
0

0
-

)

e

P
)

ト
畏
れ

g
乱
打
･

ト

&
㌣

幹
責
言
計

､

-

h

召
-

∽
･

､

内

宍
戸
ロ

き
邑
-

せ

巳

2
汁

○
→

申
U

O

n
P

､

-

00

竜
一

一

望
甲
(

以

下
に

A
｢
仏

と

略

記

す

る
｡

)

こ

れ

は
パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

家

族
､

､

､

ヲ

ジ

分

家

文

書
を

中

心
と

し

主

と

し

て

戦

史
･

政

治

史
に

関

す
る

記

録

を

七
二

七
二

通

選

択
し

た

も

の

で

あ

る
｡

第
一

三

巻
か

ら

第
一

五

巷
ま

で

は

Ⅴ
･

Ⅴ
･

カ

レ

ー

の

子

T
･

Ⅴ
･

カ

レ

ー

が

編

集
し

て

い

る
｡

一

橋
大

学

図

書
館

所

蔵
の

こ

の

｢

文

書

集
+

は

第
三

巻
と

第
六

巷
が

欠

落

し

て

お

り
､

私

は

こ

の

二

巻

を

参
照

す
る

こ

と

が

出

来

な

か

っ

た
｡

日

日

W
･

W
e

∽
什

(

A

邑
∽
t

巴
}

t

t

O

旨
①

勺
○
-

≡

邑

A
m
2

n
t

､

R
O
-

F
p

p
0

3

P

邑

∽
○

已
F
e

→
ロ

呂
P

2
t

F
p

C
O
仁

已
り

ユ
､

ゝ

旨
訂

き
Q

キ

ミ

罫
由

無
已
琵

阜
≠

訂

瞥
ミ
訂

⊇
』

旨
言
罫
P

q
Q

§
首
唱

守
申

§
ビ

匂

盲
)

こ
訂

q
9

e

胃
芦

ヨ

3
叶

-

申
)

白
け

声
y
-

苫
や

､

胃
一

粥

已
＋
N

怠
＋
○

巳
ズ
S
e
-

e

O
t
-

○

ロ
払

f

→

O

m
t

F
e

声
e

8
]

己
の

O
f

t

F
e

世
○

ヨ
F
p

呵

G
O

く
e

→
ロ

m
e

n
t

-

Z
〇
一

C
H
H

I

T
Z
e

弓

S
e

ユ
e

A
T

(

以

下
に

甲

W
･

弓
2

賢

と

略

記

す

る
｡

)

こ

れ

は
､

最

後
の

禰
録
に

､

一

九

世

紀

英
文
公

文

書
の

ほ

か

に
､

臼

に

収

録

さ

れ
て

い

な
い

一

八

世

紀

後

半
パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

家
に

対
し

て

ダ

イ

ナ

ー

ト
･

ザ

ー

ビ

タ

ー

宰

相
が

与

え

た

｢

徴

収

承

認

書
+

三

通
を

含
ん

で

い

る
｡

こ

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家
の

台

頭

∂∂7



一

橋 論叢 第六 十 四巻 第五 号 ( 8 4 )

1 8 世 紀 パ ト ワ ル ダ ン 家系 譜

ー1 王こTi s もn a b も a t-
O T Iこr i s もn a

E a r i ( D 孟d 互

O r B 瓦p 五j i)
( d

.
1 7(;5 )

｢
⊥

ウ
】

n

J

A
-

r
ヘ

リ

｢

巨
- 2 B 互1 a n t)b at - 1

T r i n もa k -
( 且p 互)
(d . 1 7 7 1 )

丁王a ri b もat

アa t v a r d もa n _

t(1 6 6 5- 1 7 5 0 )
- 4 G o v i n d -

( N 互n 瓦)
(d . 1 7 7 1)

N 瓦丁互
y

a T l

( d . b e f o T e 1 7 6 4 )

P l l T 1 1 S b ot t a m - 1

( D 瓦ji )

M e g もa s もy 且 n - 1

( B 互p 丘)

B a l v a n t

M 互d ll a V ( A n n 互)- 1

( d . 1 7 7 2 )

E a ri I
〉
n r n sもo tt 且 n

J a n 互rd a n

D 瓦m o d a T

五f o r o b 豆 ( 且b 互) - 1 S 血一三p a t

- 1

課
1

吉宗㌻ -[;i
■2 E ｡ 血 _ 1

(R 互o s 瓦b e b )
(d . 1 7 7 6 )

巨

R a g 加 n 互仙 - 1 T ri n もa k ( A
p

瓦)
( D 瓦d 孟)

S もi ∇ ( S u ももe d 昌J )

G a n a p a t ( 玉瓦p 包)

G o p 互1 ( D 五d 互 o T R 互o s主上e b)( d . 1 7 71 )

Ⅴ 孟 m a n ( B 瓦も互)

3 P a n d む a n g
-

巨…( T 瓦t y 互)
( d , 1 7 7 6)

4 G a n g 互d もa l
■

- 1

( B 互1 0 r

B 豆1 瓦s 孟もe b o T

B al v a n t)

Ⅱ a ri (B 孟も瓦)( d . 17 8 0)

C b i n t 互 m a n ( Åp邑)

V i t も仙 al ( B 互
p

丘)

N えT 孟y a n - 1 G a n g互d もa r

( 丑豆1 互s 五b e b )

ー5 M a も瓦d e o 】∋も a t

( d . 1 8 1 4 )

- 7 B も邑s 互a r -

(A p 互)

ー1 V i n 互y a 友

一2 D もo n d o - 1 V i t も 比 al ( B 豆b 互) ( d . 1 7 g 5 )

- 3 E a rb 瓦a n n 互

F〔資料〕 Ⅴ ･ Ⅴ ･ Ⅹも a r e e d
り

A 古土才ゐ丘∫ 払 エ ¢紘一g αれ ダr α九
,

V O l ･ Ⅰ
,

E u r n n d v a d
,
1 8 9 7

, p . 7 .

G ･ S･ S a T d e s a i
,

ヱ托 的 γ才e α王 G β花 組 gロ
g
f β∫

,
B o m b a y I

1 9 与7
, p ･ 乃 ･

E
･ W ･ W e st

,
A 助 m o 盲r 〆 托 β ぶ払とe ∫ 好古加 ぶ｡ V 古瓦e r 几 肋 r α 伽 C o 触 れ 的 , B o m b a y ,

1 e 6 9
, p .

1
.

〔注〕 E a r i七山 a t の 七名 の 子息 の 順位 ほ
,

Ⅴ
.

Ⅴ
.
E もa T e 及 び E . W . W e st と ,

G . S
. 弘 一d e ●

S a i とで や や異 な っ て い るが
,

こ こ で l王前二 者 に従 っ た .

カ ツ コ 榔土津名又iま愛 執 こ れ ら の 人 名の 後 に ほ , 敬称 の 意味 で T 互0 や p a n t な ど の 接 尾

詞カ■i つ い て い る 方; , こ こ で ほ 省略 した . また 生没年 は G
, S . S a T d e s a i に 依 っ た 執 Ⅴ . Ⅴ .

E も 打 e の 文書 に よ っ て若干修正 し た . い ずれ に せ よ必ず しも正確 で は な い .

パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

家
は

､

朗
-

ヘ
リ

宰
相

や

そ

の

側
近
の

要
職

を

ほ

ぼ

独

占

し
た

一

八

世

紀
の

｢

新
興

官
僚
た

ち
+

と

同

じ

く
､

コ

ン

カ

ン

地

方

出
身
の

バ

ラ

モ

ン

ト

カ

ー

ス

ト

に

属
し

､

ラ

ト

ナ

ギ

リ

県
コ

ー

ト

ウ

ラ

村

出
身
の

司

祭
者
ハ

リ

バ

γ

ト
･

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

(

一

六

六
五

-
一

七

五

〇

年
)

を

始
祖

と

し
て

い

る
｡

こ

の

家

族
の

一

八

世

紀
に

お

け
る

系
譜
を

上
に

示

そ

う
｡

ハ

リ
バ

γ

ト

は

恐

ら

く

一

八

世

紀
初
め

頃
､

､

､

ラ

ジ

の

南

方

イ

チ

ヤ

ル

カ

ラ

ン

ジ

一

地

区
を

領
有
し

た

知

行

領
主
ゴ

ー

ル

パ

デ
ー

家

ウ
バ

ー

デ

ィ
ヤ

1

の

家

庭
司

祭
と

克
っ

た
｡



( 85 ) 一

八 ･
一

九 世紀 甫 マ ラ ー タ 地 方 に お け る 知行 領主 制

そ

し
て

､

一

七
一

〇

年
ゴ

ー

ル

パ

デ
ー

家
の

子
息

が
パ

ー

ラ

ー

ジ

ー

･

ゲ

イ

シ

ュ

ワ

ナ

ー

ト
･

バ

ッ

ト

(

間
も

な

く

初

代

世

襲
宰
相

と

な
っ

た
)

の

放
と

結
婚
し
た

時
､

ハ

リ
バ

ッ

ト

は
､

パ

ー

ラ

ー

(

1
)

ジ

ー

の

知
遇

を

得
る

よ

う
に

な
っ

た
｡

間
も

な

く
､

ハ

リ

バ

ッ

ト

の

四

男
ゴ

ー

ビ

ン

ド

と
六

男
ラ

ー

ム

チ

ャ

ン

ド

ラ

は

宰

相

府
の

書

記
に

任

用
さ

れ
､

ゴ

ー

ビ

ン

ド

は

や

が

て

騎
兵
隊

長
に

昇
任

し
た

｡

そ

し

て
ゴ

ー

ビ

ン

ド
､

そ

の

長
子
ゴ

ー

パ

ー

ル
､

や

や

お

く
れ

て

ラ

ー

ム

チ

ャ

ン

ド

ラ

の

子
パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

は
､

第
三

代

宰

相

(

在
職

一

七

四

〇

-
六

一

年
)

と

第
四

代
宰
相

(

同
一

七

六
一

-

七
二

年
)

の

治

世
に

､

宰
相
の

側
近
に

あ
っ

て

様
々

な

政

治
的

軍

事
的

功
績
を

た

て
､

第
四

代
宰

相
の

時
パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家
は

そ

の

最
盛

期
を

見
た

｡

他

方
で

､

ハ

リ
バ

ッ

ト

の

三

男
ト

リ

ン

バ

ク

は
､

ア

カ

ル

コ

ト

地

区
を

領
有
し

た

知
行
領
主
ポ

ン

ス

レ

一

家
に

仕
え

マ

ジ

ェ

ム

〆
-

ル

(

2
)

そ

の

財
務

官
と

な
っ

た

が
､

そ

の

二

人
の

子

息
(

ニ

ー

ル

カ

ン

ト

と
コ

ン

ヘ

ー

ル
)

は

宰

相
に

仕
え

､

同

族
の

叔
父
や

従

弟
た

ち

と

共
に

宰
相
の

恩
顧
を

受
け

た
｡

こ

う
し
て

､

特
に

一

七

六

三

年
全

力

マ

ー

ビ

般
を

通

し
て

､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家
の

人
々

は
､

或
る

地

区

の

徴

-

ス

〆
-

ル

収

官
､

ミ

ラ

ジ

城
の

城
守
な

ど
の

役
職
に

任
ぜ

ら
れ

､

同

時
に

､

次
々

と

諸

方
の

県
や

郡
や

分

散
諸

村
を

､

｢

軍
事
知
行
+

(

訂
且
e

c

F
e

臣
r

P
ロ
j

巴
ロ
)

と

し
て

宰
相
か

ら

授
与

さ

れ

た
｡

『

サ

タ

ラ

の

王

及

び

宰

相
の

日

録

選
』

に

散
見
さ

れ

る

か

か

る

知
行

授
与

書
に

は
､

け

ト

マ

ー
･

県

や

郡
が

授
与
さ

れ

た

場
合

､

｢

(

他
の

者
に

対

し
て

既
に
)

授
与

レ

ー

･

J
刀

-

ソ

ヲ

さ

れ

た

詔

村
を

除
き

､

全

支

配

権
と

共

に
+

(

d

仁

巨
巴
e

g

P

き
1

P

5
P
〕

押

付
p

ユ
r

ロ

臣
P

3

訂
∽
t

P

日
巴
)

と

明

記

さ

れ

て

い

る

の

が

普
通

(

3
)

で

あ

る

が
､

こ

の

点
は

後
に

改
め

て

言

及

す
る

こ

と

に

す

る
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

一

七

六

三

年
一

〇

月
二

〇

日
､

宰
相

政
府

は
､

パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

一

族
の

知
行
の

絵
括
と

し
て

､

ゴ

ー

ビ

ン

ド
､

パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

､

ニ

ー

ル

カ

ン

ト

の

三

名
に

対
し

､

そ

れ

ぞ

れ

四

千

六

百

騎
､

二

千

四

百

騎
､

五

百

騎
の

騎
馬
兵
の

維

持
を

命
じ

､

そ

の

た

め

に

年
収

籠

額
二

二

五

万
ル

ピ

ー

の

知
行
を

与

え

る

こ

と

を

沃

ジ

ャ

ー

テ

ィ
ー

バ

ー

ウ
バ

/

F

カ

ー

ル

ク

ソ

足
し
た

｡

そ

の

際
､

脚
同

族
､

親

族
､

又

び

事
務

職

員
の

給

与

は
､

従

来
の

実
績
を

考
慮
し
て

別

途
に

与
え

ら

れ

る

こ

と
､

付

知
行
の

収
入

に

応
じ

て

騎
兵
を

維
持
し

､

他
の

知
行
領
主

と

同
じ

く
､

そ

の

数
を

政

府
に

報
告
す
る

こ

と
､

H
マ

イ

ソ

ー

ル

国
王

に

ょ

っ

て

占
拠
さ

れ

て

い

る

地

域
が

奪
還
さ

れ

た

な

ら
､

そ

れ

も

与

え

ら
れ

る

こ

と
､

H
ニ

ー

ル

カ

ン

ト

の

保

持
す
べ

き

騎
兵

数
ほ

翌

年
に

千

騎
に

引

き

上

げ

ら

れ
､

追
加

分

五

百

騎
(

一

五

万

ル

ビ

(

4
)

-
)

の

知
行
は

別
に

与

え

ら
れ

る

こ

と

な

ど

も

決
め

ら
れ

た
｡

こ

れ

に

応
じ
て

一

七

六

四

年
宰
相
が

右
の

三

名
に

対

し
て

連
名
で

与

タ

イ
ナ

ー

ト
･

ザ
ー

ビ

タ

ー

え

た

｢

徴
収

承

認

書
+

に

は
､

次
の

詔

項
目
が

見

出
さ

れ

る
｡

㈹

畑
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三

名
の

保
持
す
べ

き

騎
兵

八
千

騎
､

そ

の

維
持
費
二

四

〇

万
ル

ピ

ー
｡

桝
衣

裳
代
(

こ

れ

が

右
に

示

し
た

同

族
及

び

親
族
に

対

す
る

給
与
に

相

当
す
る

も
の

と

思
わ

れ

る
)

七

万

六

千

九

百
ル

ピ

ー
｡

こ

れ

を

受
け
る

者
と

し
て

､

ハ

リ
バ

ブ

ト

の

長
男
ク

リ

シ

ュ

ナ

の

子
､

プ

ル

シ

ョ

ッ

タ

ム

､

メ

ー

ガ

シ

ャ

ム

､

マ

ー

ダ

ウ

の

三

名
､

パ

ー

ラ

ン

バ

ッ

ト

の

子
モ

ー

ロ

ー

バ

ー
､

ト

リ

ン

バ

ク

の

子
コ

ン

ヘ

ー

ル
､

ゴ

ー

ビ

ン

ド

の

子
ワ

ー

マ

ン

な

ど
の

名
も

記
さ

れ

て

い

る
｡

H
事
務

職
貝
に

対

す

る

給

与

六

万

九

千
二

百
ル

ビ

ー
｡

糾
そ

の

伯
の

追

加
も

含
め

て

知
行
総
額
二

五

四

万

千
九

百
ル

ピ

ー
｡

㈹

上
の

額
を

徴
収

す
べ

き

知
行

地

域
は

､

ミ

ラ

ジ

県
二

二

郡
二

二

六

力

村
と

近

隣
の

四

六
力

村
､

合

計
二

七

二

力

村
の

う
ち

一

四
三

ケ

村
､

ジ

ャ

ム

カ

ン

デ
ィ
､

タ

ー

ス

ガ

ー

オ

ン

､

マ

ン

ガ

ル

ウ
エ

ー

ダ
､

カ

ル

カ

ン

ブ

な

ど

八

郡
(

そ

れ

ぞ

れ

の

郡
に

お

い

て

除
外
さ

れ

る

べ

き

村
名

､

そ

の

保

持
者

､

地

租
額
が

記
さ

れ

て

い

る
)

､

7

-

ト
●

一

刀

-
ソ

ワ

ァ

シ

ュ

テ

ー

町

と

プ

ン

タ
ン

べ

ー

町
､

分
散
村
落
と

し
て

プ

ー

ナ

県
に

四

村
､

カ

ル

ヤ

ー

ン

県
に

二

村
な

ど

合

計
二

〇
カ

村
､

そ

の

他
カ

ル

ナ

一

夕

カ

の

諸
地

域

(

金

額
で

は

こ

の

諸

地

域
が

最
も

大

き

く
､

知
行

総
額
の

半
分
に

近
い

一

二
一

万

八

千

八

〇
ル

ビ

ー

余

(

5
)

り

と

記

さ

れ

て

い

る
｡

)

｡

次
い

で
一

〇

年
後

､

一

七

七
三

-
四

年
の

｢

徴
収
承

認

書
+

で

は
､

既
に

死

去
し

た
ゴ

ー

ビ

ン

ド

の

代
り

に
､

そ

の

第
三

子
ワ

ー

減

マ

ン

の

名
が

記
さ

れ
､

騎
馬

総
数

及

び

そ

の

維
持
費
は

一

七

六

四

年
の

そ

れ

と

同
じ

だ

が
､

知
行

総
額
は

や

や

増
加
し
て

､

二

五

五

万

八

千

百
ル

ピ

ー

と

記
さ

れ
､

そ

し
て

知
行
地

域
と

し
て

､

先
に

言
及
さ

れ

た

八

郡
の

う

ち
三

郡
が

削
ら
れ

て

新
た

に

別
の

三

部
と

シ

ョ

ラ

ブ

ー

ル

地

方
か

ら
の

貢
納
と

が

加
え

ら

れ
､

更
に

ラ

ヒ

マ

ト

ブ

ー

ル

町
が

新

た

に

追
加
さ

れ
､

そ

の

上

分

散

村
落
の

敷
瓦
ニ

ー

七

力

村
に

増
加
し

､

こ

れ

ら
か

ら
の

徴
収

額
は

二

倍
近

く
に

ふ

え

(

6
)

て

い

る
｡

一

九

世

紀
初
頭

､

諸

侯
や

知
行

領
主
か

ら
の

貢
納
を

除

き
､

宰
相

政

府
の

直
接
統

治
区

域
か

ら
の

年
収
が

約

五

百

万
ル

ビ

(

7
)

-

で

あ
っ

た

と

推
定
さ

れ

て

い

る

の

を

考
え
る

と
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

一

族
の

知
行
が

如
何
に

大

き

な

も

の

で

あ

っ

た

か

が

分
る

で

あ

ろ

う
｡

更
に

､

一

七

八

四

年
コ

ル

ハ

ー

プ

ー

ル

分

国
の

王

は
､

何

故
か

理

由
は

明
ら

か

で

な
い

が
､

ニ

ー

ル

カ

ン

ト

の

二

子

(

ラ

グ

ナ

ー

ト

と
シ

ヴ
)

に

対

し
､

､

､

､

ラ

ジ

県
に

南
接
す
る

ク

ル

ン

ド

ワ

(

8
)

ド

区

域
と

シ

ェ

ー

ド

パ

ル

区

域
と
を

､

分

国
か

ら

割
譲
し
て

与
え

､

か

く
し

て
パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

家
の

所
領
は

更
に

増
加

し
た

｡

他
方

､

一

七

八
三

年
に

は
､

バ

ン

ド

ウ

ラ

ン

グ

の

子
テ

ン

タ

ー

サ

ル

ス

ー

パ

マ

ン

は
､

グ

ジ

ャ

ラ

ー

ト

州
の

う

ち
宰

相

直
轄
区

域
の

州

長

官
に

(

9
)

任
ぜ

ら

れ
､

ま
た

一

七

九

〇

-
九
二

年
の

第
三

次
ア

ン

グ
ロ

･

マ

(

/

へ



( 8 7 ) 一

八
･ 一

九 世 紀商 マ ラ
ー

タ 地 方 に お け る 知行 領主 制

イ

ソ

ー

ル

戦
争
の

際
､

イ

ギ

リ

ス

東
イ

ン

ド

会
社

軍
及
び

ニ

ゲ

ー

ム

軍
と

同

盟
し

て
マ

ラ

ー

タ

革
も

出
撃
し

た

が
､

パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

は
､

そ

の

マ

ラ

ー

タ

軍
勢
の

総
司

令
官
に

任

ぜ

ら

れ
､

同

様
に

､

一

七

九
五

年
､

マ

ラ

ー

タ

連
合

軍
が
ニ

ザ

ー

ム

軍
と

激
戦
し

て

勝

っ

た

時
も

､

パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

は
マ

ラ

ー

タ

側
の

総
司

令
官
で

あ

(

1 0
)

っ

た
｡

詳
細
は

省
略
す
る

が
､

+

七

七

〇

年
代
に

具

体

化
し

た

宰

相

職

相

続
問

題
に

お

い

て
､

パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

家

は

ほ

ぼ
一

貫
し

て

正

統

派
を

支
持
し

た

た

め
､

異
端
派

出
身
の

最

後
の

宰

相
バ

ー

ジ

ー

ラ

ー

オ

二

世

(

在
職

一

七

九

六

-
一

八
一

八

年
)

は
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家
と

屡
々

対

立

し
､

反

目

し
た

｡

そ

の

上
､

東
イ

ン

ド

会
社
の

働
き

か

け
も

あ
っ

て
､

.
パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

家
は

､

第
二

次
ア

ン

グ
ロ

･

マ

ラ

ー

タ

戦
争
(

一

八

〇

三

-
五

年
)

に

お

い

て
､

バ

ン

ド

ウ

ラ

ン

グ

の

子
チ

ン

タ

ー

マ

ン

を

除
く

と
､

こ

れ

に

積

極
的
に

参
加

す

(

1 1
)

る

こ

と

な

く
､

む

し
ろ

傍

観
者

的
態

度
を

維
持
し
た

｡

最
後
の

第

三

次
ア

ン

グ

ロ

･

マ

ラ

ー

タ

戦
争
(

一

八
一

七

-
一

八

年
)

の

際

は
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

一

族
は

､

当

初
軍
勢
を

率
い

て

宰

相
の

許
に

馳
せ

参
ず
る

態

度
を

示

し
た

が
､

宰

相

自

身

が

既

に

多

く

の

諸

侯
･

知
行

領
主
に

見
放

さ

れ

て

い

た

う
え

､

会

社

勢
力
に

よ

る

離

間
政

策
も
あ

っ

て
､

パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

家
の

う
ち
チ

ン

タ

ー

マ

ン

と
､

パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

の

孫
ゴ

ー

パ

ー

ル

と

を

除
く

と
､

他
の

一

族
は

(

1 2
)

所
領
に

引

退
し

､

右
の

両

名

も

間
も
な

く

兵
を

引

き

揚
げ
た

｡

し

か

し
､

こ

の
一

族
は

､

他
の

知
行
領
主
の

多
く
と

同

じ

く
､

会
社

に

よ

る

宰

相

職
の

廃
止

に

ほ

反

対

し
､

そ

の

継
続
を

強
く

希
望
し

た

が

会

社
は

こ

れ

を

拒
否
し

た
｡

そ

の

結
果

､

宰
相
は

年
金

を

与

え

ら

れ

て

北

イ
ン

ド

に

追
放
さ

れ
､

そ

の

直
接
支

配
区

域
は

｢

英

領
イ

ン

ド
+

に

併
合
さ

れ

た

反
面

､

サ

タ

ラ

の

王
､

コ

ル

ハ

ー

プ

ー

ル

分

国
､

マ

ラ

ー

タ

諸

侯
､

大

部

分
の

知
行
領
主
た

ち
は

､

会

社
の

宗
主

権
に

従

属
す

る

藩
王
と

し
て

存
続
を

認

め

ら
れ

る

こ

と

に

な
っ

た
｡

こ

の

間
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

一

族
の

内

部
で

も
､

知
行
の

管
理

権
や

収

入
の

配
分
に

関
し

て

何
回

か

争
い

が

生
じ

､

漸
次

知
行
の

分

割

が

行
わ

れ

た
｡

最
初
に

､

時
期
は

明

ら
か

で

な
い

が
､

恐

ら

く
一

七

八

〇

-
九

〇

年
の

間
､

パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

は
､

維
持
す
べ

き

騎

馬
の

数
に

ほ

ぼ

比

例
し
た

も
の

と

思
わ

れ

る

が
､

同

族

知
行
の

う

ち
＼

タ

ー

ス

ガ

ー

オ

ン

､

ジ

ャ

ム

カ

ン

デ
ィ
､

フ

ケ

ー

リ

ー

な

ど

の

地

域
を

中
心

と

す

る

部
分

を

分

け
､

こ

れ

を

自
分
の

知
行
と

し

て

区

分

し
た

よ

う
で

あ

る
｡

次
い

で
､

一

七

九

三

年
､

ニ

ー

ル

カ

ン

ト

の

二

人
の

息

子
ほ

､

か

つ

て

コ

ル

ハ

ー

プ

ー

ル

分

国
の

王
か

一

⊥

ら

朝
議
さ

れ

た

ク

ル

ン

ド

ワ

ド
､

シ

ェ

ー

ド
パ

ル

両
地

域
を

､

両

甜
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(

1 3
)

名
の

問
で

ほ

ぼ

均

等
に

分

割

し

た
｡

更
に

､

､

､

､

ラ

ジ

県

を

中

心

と

す
る

残
り

の

知
行
は

､

ゴ

ー

ビ

ン

ド

の

第
三

子
バ

ン

ド

ウ

ラ

ン

グ

の

次

男
テ

ン

タ

ー

マ

ン

が

管
理

す

る

こ

と
に

な
っ

た

が
､

こ

れ

と

叔
父
ガ

ン

ガ

ー

ダ

ル

と

の

間

で

知
行

管
理
の

争
い

が

生

じ
､

一

八

〇

〇

年
に

親
族
た

ち
の

調

停
に

よ

っ

て
､

チ

ン

タ

ー

マ

ン

は

二

千
六

百

騎
､

ガ

ン

ガ

ー

ダ

ル

は

二

千

騎
を

保

持
す
る

こ

と

と

し
､

そ

れ

に

比

例
し

て

知
行
を

区

分
し

､

テ

ン

タ

ー

マ

ン

は

サ

ン

グ

リ

ー

城

を

本

拠
と

し
､

ガ

ン

ガ

ー

ダ

ル

は
､

､

､

ラ

ジ

城
を

本
拠
と

す
る

こ

と
に

な
っ

た

(

実
際
に

は
､

同

族
の

扶
養
や

､

動
産

･

武
器

類

の

分

割
な

ど

を

含
め

て

複
成

な

取
り

決
め

が

結
ば

れ

た

の

で

あ

る

(

1 4
)

が
､

こ

こ

で

は

省
略

す
る

｡

)

｡

そ

し

て

こ

の

知
行

分

割
は

､

一

八

(

1 5
)

〇
八

年
に

至
っ

て

正

式
に

宰

相
の

承

認

を

得
た

｡

ま
た

一

八
一

一

年
に

は
､

パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

の

子

息

た

ち
の

問
で

､

タ

ー

ス

ガ

ー

(

1 6
)

ォ

ン

地

区
と

ジ

ャ

ム

カ

ン

デ
ィ

地

区

と
に

知
行
が

二

分

さ

れ
､

こ

(

1 7
)

れ

も
､

同

年
宰

相
の

承

認

を

得
た

｡

こ

う
し

て
パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家

の

知
行
は

､

一

九

世

紀
初
頭
ま

で

に
､

サ

ン

グ

リ

ー
､

､

､

､

ラ

ジ
､

タ

ー

ス

ガ

ー

オ

ン

､

ジ

ャ

ム

カ

ン

デ
ィ
､

ク

ル

ン

ド

ワ

ド
､

シ

ェ

ー

ド
パ

ル

の

六

分

家
に

区

分
さ

れ

た
｡

(

1
)

ロ

W
･

W

邑
-

写
-

-
N

.

G
.

∽
.

∽
P

邑
e

邑
-

§
旨
邑
已

賢
莞
已
Q

雪

ぷ

哲
ヨ

訂
y

-

設
♪

p
.

訟
一

(

2
)

E
･

W
.

ノ

ヨ
U

阜

ワ

N
.

(

3
)

『

日

録

選
』

に

散
見

さ

れ

る
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家
の

成

員
に

対

す
る

官

職
や

知
行

の

授

与

を

示

す

る

記

録

は

次

を

見

よ
｡

∽

∽

河
勺

p

l
d
】

･

H

如
､

ロ
O

P

-

設
-

-

笥
-
N

O
い

.

(

4
)

H

E
n

J

召
-

.

1

メ

ロ

〇
.

N

O

阜
.

(

5
)

肖

+

声

W
2

阜

A
p

官
n

已
粥

A
､

勺

勺

+
〓

-
H

巴
門
-

.

(

6
)

I

E

チ

A
勺

官
n

巴
卯

月

宅
.

H

巴
ハ

ニ

1
C

已
く
.

(

7
)

-

E
d

･

､

A
p

官
n

巴
対

句
､

p
.

C

H
H

如

ま
ー
ー

.

(

8
)

H

E
d

一

､

ワ

い

訂
O
t

n
O
t

e
.

(

9
)

∽

∽

河
竹

p

召
-

+
く

一

日
〇
.

N

∞

甲

(

1 0
)

声

W
.

W
e

阜

胃
.

り

ー
〓

.

(

1 1
)

H

b

芦
-

勺

ワ

ー

¢

-
N

い
.

(

1 2
)

l

b

訂
r

､

勺
p
.

旨
-
い

P

(

1 3
)

A
｢
∽

】

三
-

･

H

メ

冒
･

窒
冒
(

-

3
い

一
山

-
-
)

､

胃
.

麦
-

○

-
N
.

(

1 4
)

l

夏
山

■･

}

召
-

･

舛
H

､

ロ

〇
･

訟
N

N

(
-

笠
0

1
-

-
N

)

も
ゃ

巴
3
-

寧
一

..

(

1 5
)

H

E
千

言
】

･

如
く

)

ロ
〇
･

ご

雷
(
-

00

○
00

-
¢

1
N

00

)
､

等
t

∞
い

£
1
汁

(

1 6
)

声

W
●

W
e

阜

ワ

H

-

〇
.

(

1 7
)

玖
村
吋

p

召
-

･

く
一

日

〇
.

00
N

､

勺

勺
.

漂
-
00

.

三

知
行

支

配
の

構
造
と

内

容

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

知
行
の

内

的

事
情
を

検
討
す
る

前
に

､

知
行

領

主
の

宰
相
に

対

す

る

義
務
と

呼
ば

れ

る

ぺ

き

も
の

を

簡
単
に

指
摘

し
て

お

こ

う
｡

第
一

に
､

先
に

も

簡
単
に

言

及

さ

れ

た

よ

う
に

､

5 グ2

′

′



､
一

( 8 9 )
一

八 ･
一

九 世 紀 南 マ ラ
ー

タ 地 方 に お け る 知 行 領主 制

〆
ル

マ

〆
-

ワ

ル

ツ

ヤ

ー

サ

ノ

イ
ナ

ー

ふ

｢

知
行
に

属

す
る

諸
地

域
に

お

い

て
､

施

与
､

年

俸
､

恩
給

､

1
.

ト

マ

ー

ラ

ー

扶
持
な

ど

(

の

村
や

土

地
)

を

持
つ

者
た

ち
は

､

各
白
の

指
定

額

に

従
っ

て

各
自
の

権

利
と

し
て

継
続
さ

れ

る

べ

き
こ

と
｡

こ

の

点

に

つ

い

て

苦
情
を

生

じ

さ

せ

ぬ

こ

と
｡

疑
わ

し
い

場
合
に

は

そ

れ

サ

ル

カ

ー

ル

(

1
)

を

政

府
に

報
告
す
べ

き
こ

と
｡

+

と

規
定

さ

れ
､

見
や

郡
や

村
が

知
行
と

し

て

授
与

さ

れ

た

場
合

､

そ

こ

に

あ

る

既

存
の

既

得
権
益

(

徴
収

権
)

は
､

授
与
の

対

象
か

ら

除
外

さ

れ
､

知
行

領
主
は

そ

れ

を

侵
害
す
べ

き
で

は

な

か

っ

た
｡

第
二

に
､

知
行

領
主
は

､

規

(

2
)

定
で

は

知
行

年
収
の

一

六

%
､

実

際
に

は
一

八

%
か

ら
二

五

%
ほ

(

3
)

ど

の

街
を

年
々

宰

相
の

政

府
に

納
入

す
べ

き

で

あ
っ

た
｡

更
に

宰

相

は
､

直

轄
区

域
に

お

け

る

と

同
じ

く
､

知
行
区

域
に

つ

い

て

も
､

地

租
の

一

〇

%

増

徴
､

村
長

･

村
書

記
､

市

場
地

の

長
と

書
記

､

及

び

商
工

業
者
に

つ

い

て

は
一

年
間
の

収

入

を

知
行
領
主
を

し

て

(

4
)

時
折
り

臨
時
に

集

め

さ

せ
､

そ

の

納
入

を

義
務
づ

け
た

｡

こ

の
一

〇

%
の

臨
時
徴
収
は

か

な

り

頻
繁
に

要
求

さ

れ

た

と

見

え
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家
の

パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

は
､

或
る

年
従

兄
ガ

ン

ガ

ー

ダ

ル

に

対

し

て
､

｢

以

前
に

一

度

〓

○

%

納
入

を
)

決
め
た

の

は

結
構
で

す
が

､

毎
日

繰
り

返
し

て

要
求
さ

れ

る

の

ほ

結
構
で

は

あ

り

ま

せ

ん
｡

…

私
た

ち
に

は

支

払

う

関
連
は

な
い

と
､

私
た

ち

は

(

5
)

(

宰

相
に

対

し
て
)

は

っ

き

り

申
し

ま

し
た

｡

‥
･

+

と

述
べ

､

納

入

を

拒
香

す

る

よ

う

進
言

し
て

い

る
｡

結
局

拒

否
し

終
え

た

の

か

ど

う
か

明

ら
か

で

な
い

が
､

宰
相

に

よ

る

貢
納
の

要
求
が

､

屡
々

規
定

を

越
え

て

い

た

の

は

明

ら
か

で

あ

る
｡

第
三

に
､

知
行

領
主

は
､

宰
相
の

命
を

受
け
て

､

自
己

の

兵

馬

を

連
れ

て

出
頭

･

参
軍

(

6
)

の

義
務
を

負
う
た

｡

尤
も

､

規
定
さ

れ

た

馬
数
を

常
に

準
備
し

て

い

た

わ

け
で

は

な

く
､

普
断
は

そ

れ

を

か

な

り

下

ま
わ

る

数
し

か

保
持
せ

ず
､

最
も

多
い

場
合
で

も

規
定
の

三

分
の

二

ほ

ど
を

準
備

(

7
)

し

た

に

過

ぎ

な
か

っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

知
行

領
主
は

､

こ

の

兵
馬

の

数
を

加

減
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

知
行

財
政
を

調

節
す
る

余
地

を
か

な

り

大

き

く

持
っ

て

い

た

わ

け
で

あ

る
｡

し
か

も
､

第
二

次

ア

ン

グ

ロ

･

マ

ラ

ー

タ

戦
争
に

お

け
る

よ

う
に

､

宰
相

そ

の

も
の

の

威

信
が

失

墜

す
る

と
､

こ

の

参
軍
の

義
務

も
か

な

り

ル

ー

ズ

な

も
の

に

な
っ

た
｡

右
の

よ

う
な

宰

相
に

対

す
る

関

係
を

踏
ま

え

て
､

知
行
の

内

部

構
造
を

検
討
し

ょ

う
｡

H

知
行
支

配
の

構
造

知
行
の

支

配

構
造
の

頂
点
に

は
､

言
う

ま
で

も

な

く

領
主
パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家

族
が

居
た

｡

こ

の

家

族
は

一

七

六

三

1
四

年
に

､

ゴ

ー

ビ

ン

ド

(

四

千

六

百

騎
)

､

そ

の

二

人

の

甥
､

パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

(

二

千
四

百

騎
)

と
ニ

ー

ル

カ

ン

ト

(

千

騎
)

合

計
三

名
の

名

り

J

で

総
額
二

五

四

万

千

九

百
ル

ピ

ー

の

知
行
を

与

え

ら

れ

た

こ

と

は

甜
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既
に

述
べ

た
｡

一

七

六

四

年
に

宰
相
が

彼
ら
に

与
え

た

｢

徴
収

承

認
書
+

に

は
､

右
の

三

名
の

筆
頭
代

表

者

と

し

て

｢

ゴ

ー

ビ

ン

(

8
)

ド
･

ハ

リ

ー

殿
+

と

記

さ

れ

て

い

る
｡

そ

の

後
､

ゴ

ー

ビ

ン

ド

と

そ

の

長
子
ゴ

ー

パ

ー

ル

が

死

去
し

､

一

七

七

三

1
四

年
の

｢

徴
収

承

認

書
+

に

は
､

知
行
の

筆
頭
代

表
者
と

し

て
ゴ

ー

ビ

ン

ド

の

次

男
で

あ

る

｢

ワ

ー

マ

ン

ラ

ー

オ
･

占

-

ビ

ン

ド

殿
+

と

さ

れ

て

い

(

9
)

る
｡

間
も

な

く
ワ

ー

マ

ン

も

死

去
し

た

と

見
え

､

一

七

七
五

年
の

｢

徴
収

承

認

書
+

の

代
表
者
は

､

ワ

ー

マ

ン

の

甥
テ

ン

タ

ー

マ

ン

(

1 0
)

に

な
っ

て

い

る

(

し

か

し

実
際
に

は
､

一

七

七

六

年
ま
で

チ

ン

タ

ー

マ

ン

の

父
バ

ン

ド

ウ

ラ

ン

グ

が

同

族
を

代
表
し
て

い

た

よ

う
で

あ

る
｡

)

｡

こ

の

よ

う
に

､

こ

の

知
行
は

､

一

七

八

〇

年
以

降
に

分

割
が

始
ま

る

ま

で

は
､

ゴ

ー

ビ

ン

ド

の

直

系
の

子

孫
に

よ
っ

て

代

表
さ

れ

て

い

た
｡

そ

し
て

同

族
の

他
の

メ

ン

バ

ー

は
､

こ

の

代

表

者
(

い

わ

ば

本

家
)

に

対

し
て

､

或
る

種
の

家

父

長
制

的

服
従
の

義
務
を

負
う
て

い

た

よ

う

で

あ

る
｡

例
え
ば

一

七

七

六

年
+

宰
相

が
､

先
に

言

及

さ

れ

た
一

〇

%
の

臨
時
徴
収
を

要
求
し

た

時
､

王

国
に

お

い

て

既
に

最
も

有
力
な

武
将
の

一

人
に

な
っ

て

い

た
パ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

で

さ

え
､

宰
相

に

対

し

て
｢

家

族
に

は

(

従

兄
)

パ

ト

ド

ウ

ラ

ン

ブ

ラ

ー

オ

が

居
ま

す
の

で
､

御
命
令
が

あ

れ

ば

彼
に

対

(

1 1
)

し

て

な

さ
っ

て

下
さ

い
｡

私
た

ち

ほ

そ

れ

に

従

い

ま

す
｡

+

と

答

ぇ
､

ま

ず
本
家

筋
の

代
表
者

を

尊
重

し
､

そ

れ

を

通
し

て

命
令
さ

減

れ

た

い

と

要
望
し

て

い

る
｡

し
か

し
､

家

父

長
制

原
理

と
い

っ

て

も
､

あ

ま

り

リ

ジ

ッ

ド

な

状
態

を

想
定

す
る

の

は

間
違
い

で

あ

ろ

ぅ
｡

何
故
な

ら
､

先
に

言

及

さ

れ

た

よ

う
に

､

一

七

八

〇

年
以

後
､

知
行
そ

の

も
の

が

何

回
か

同

族
員
の

間
で

分

割
さ

れ
､

そ

の

後
､

例
え

ば

ア

ン

グ

ロ

･

マ

ラ

ー

タ

戦
争
に

お

け

る

よ

う
に

､

分

割
さ

れ

た

詔
分

家

は

互
い

に

か

な

り

自
律
的
な

行
動
を

と
る

か

ら
で

あ

る
｡

要
す
る

に

領
主

一

族
の

内

部
で

は
､

か

な

り

緩
や

か

な

家

父

長
制

原

理
が

支
配

し
て

い

た

と
い

う
こ

と
が

出
来
る

｡

カ

ー

ル

ク

ソ

領
主

家

族
の

下

に

は
､

一

括
し

て

｢

事
務

官
+

と

呼
ば

れ

た

多

数
の

執
事
た

ち
が

居
た

｡

例
え

ば
一

七

六

四

年
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

フ

ァ

ド
ニ

ー

ス

ポ

ー

ト

ニ

ー

ス

一

族
の

側
近
に

ほ
､

少

な

く

と

も
､

記
録
官
二

名
､

金

庫
管
理

官

ダ

フ

ク

ル

〆

-

ル

フ

ァ

ド
ニ

ー

ス

サ

ブ

二

二

名
､

記
録

整

理

官
七

名
､

騎
兵

隊

担
当

記

録

官
二

名
､

給

与

支

-

ス

チ

ト

ニ

ー

ス

払
い

係
り
二

名
､

書
記

一

名
､

合

計
一

六

名
の

主

な

事
務
官
が

居

り
､

そ

れ

ぞ

れ

七

百
ル

ピ

ー

か

ら
三

百
ル

ピ

ー

ま

で

の

年

俸
を

認

め

ら

れ

て

い

た
｡

そ

し
て

､

こ

れ

ら
は

､

事
実
上

世

襲
の

者
も
そ

(

1 2
)

ぅ
で

な
い

者
も

居
た

｡

そ

の

ほ

か

に

も
っ

と

下

級
の

事
務

職

員
が

多
数
居

た

で

あ

ろ

う
こ

と
は

､

右
の

一

六

名

も

含
め
て

事
務
官
に

対

す
る

給
与

総
額
が

六

万

九

千

二

百
ル

ビ

ー

と

記
さ

れ

て

い

る

こ

(

1 3
)

と

か

ら

も

明

ら
か

で

あ

る
｡

ノ ゝ



( 9 1 ) 一 八 ･ 一 九 せ 紀甫 マ ラ
ー

タ地 方 に お け る知 行領 主 制

他

方
､

知
行

領
主
は

､

知
行

内
の

各
地

域
に

徴
収

行
政

官
(

マ

ー

ム

レ

ダ

ー

ル

又

は

カ

マ

ー

ビ

ー

ス

ダ
ー

ル
)

､

領
内
の

主
な

町
･

ダ

ー

ネ

ー

〆
1

ル

村
に

駐
在
官
と

駐
在
兵
を

派
遣
し
て

､

知
行
の

行
政
と

徴
収
を

行

(

1 4
)

な

わ

せ

た
｡

こ

の

う

ち
､

徴
収

行

政

官
は

､

領
主
の

重

要
な

家

臣
､

し

か

も

同

じ
カ

ー

ス

ト

に

属
す
る
バ

ラ
モ

ン

官
僚
が

任

命
さ

れ

る

の

が

通

例
で

あ
っ

た
｡

中
に

ほ
､

例
え

ば
､

ラ

ク

シ

ュ

マ

ン

･

ラ

ー

グ

ー

の

よ

う
に

､

か

つ

て

宰
相

直
属
の

地

方

行

政

官
で

あ

り

な

が

ら
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

一

家
が

そ

の

能
力
を

見

込
ん

で

ス

カ

ウ

ト

し
､

チ
コ

ー

デ
ィ

や

ヂ

ャ

ム

カ

ン

デ
ィ

な

ど

重

要
な

地

区
の

徴

収

行
政

官
に

任
命
し

､

同

時
に

こ

れ

と

姻
戚
関
係
を

さ

え

結
ん

で
､

(

旭
)

家

族

関

係
の

中
に

加
え

､

そ

の

子

息
を

も

重

用
し

た

例
も

あ
っ

た
｡

尤
も

イ

ン

ド

の

婚
姻
規
則
は

複
雄
で

あ
っ

て
､

カ

ー

ス

ト

が

同

じ

で

も

結
婚
出
来
る

と
は

限
ら

な
い

の

で
､

領
主
は

､

知
行

管
理
の

要
人

を

す
べ

て

姻

戚
関

係
で

固
め

た

と

は

到

底
思
え

な

い

が
､

一

九

世

紀
の

事
態
か

ら

推
察
す
る

と
､

か

か

る

要
職
に

同
じ

カ

ー

ス

ト

の

成

貝
を

就
け

､

い

わ

ば

拡
大
さ

れ

た

家

父

長
制

原

理
に

よ
っ

て
､

こ

れ

ら

を

抱
摂
し
ょ

う
と

し

た

こ

と

は

疑
い

な
い

｡

デ

イ

ワ

ー

ソ

〆
7

地

域
の

徴
収

行
政

官
の

下
に

は
､

一

人
の

財
務
官

､

複
数
の

記

ク

ル

〆

-

ル

(

シ

ャ

ム

録
整

理

官
､

駐
屯

軍
な

ど

が

居
た

｡

そ

し

て
､

財
務

官
や

記

録
整

〆

ラ

ク

理

官
の

職
ほ

屡
々

世

襲

職
で

あ

っ

た
｡

そ

れ

故
に

(

と

言
っ

て

よ

〆
†

ス

チ

ー

い

で

あ

ろ

う
が
)

､

知
行

領
主
は

､

時
折
り

､

こ

れ

ら

の

代

役
を

(

1 6
)

任

命
･

派

遣
し

て
､

こ

れ

ら
の

仕

事
を

牽
制
さ

せ

た
｡

知
行
の

現

地
の

事
務

所
に

お

け

る

こ

れ

ら

世

襲

役
職
よ

り

も

っ

と

下

級

の

職

バ

ー

(

ニ

ー

ダ

ー

ル

員
(

例
え

ば

地

租
査

定

員
)

な

ど

は
､

徴
収

行

政

官
の

推
挙
を

受

け
て

､

領
主
が

認

可
し

､

い

わ

ば

家

産
官
僚
的
に

採
用
さ

れ

た

よ

(

1 7
)

う
で

あ

る
｡

そ

し
て

領
主
は

､

時
折
り

､

縄
の

長
さ

を

指
定

し
て

(

1 8
)

複
数
の

土

地

測

量
貝
を

派

遣
し

､

農
地
の

実
測

も

行

な
わ

せ

た
｡

さ

て
､

知
行
支

配
の

こ

の

よ

う
な

上

か

ら
の

機
構
に

対

し
て

､

デ
ー

シ

ュ

ム

ク

デ
ー

ツ

ユ

.
(

ソ

デ

ー

パ

テ

ィ
ー

ル

知
行
の

現

地

に

は
､

世

襲
の

郡

長

と

郡

書

記
､

世

襲
の

村
長

､

チ

ョ

ー

ク

ラ

ー

ク

ル

カ

ル

ニ

ー

七

-

テ

ー

マ

(

-

ジ

ャ

ソ

村
書
補
佐
及

び

村
書
記

､

世

襲
の

市

場
地

の

長

と

書

記

な

ど

土

着
の

役
人

機
構
が

あ
っ

た
｡

私
は

か

つ

て
一

七

世

紀
デ
カ

ン

に

お

け
る

こ

の

土

着

役
人

制

度
を

か

な

り

詳
し

く

紹

介
し
た

こ

と
が

(

1 9
)

あ

る

が
､

こ

の

制
度
そ

の

も
の

は
一

八

世

紀
に

お

い

て

も

殆
ど

変

る

こ

と

な

く

存
続
し

た

の

で
､

こ

こ

で

は

詳
し
い

説
明

は

省
略
す

る
｡

要
す
る

に

彼
ら
は

宰

相
の

直

轄
区

域
に

も

知
行
地

域
に

も

遍

在
し

､

人

民
の

代

表
者
と

し

て
､

上

級
権

力
と

折
衝
し

､

か

つ

上

級

権
力
に

よ

っ

て

様
々

な

責
任
を

負
わ

さ

れ

て

い

た
｡

そ

し

て

か

か

る

役
職
の

報
酬
と

し

て

郡
長
と

郡

書

記
と

は
､

郡
内
に

数
力

村

イ
ナ

ー

ム

●

方
-

オ

ソ

ィ
ナ

ー

ム

･

ザ
ミ

ー

ソ

の

恩
給

免
税
村

､

郡

内
の

そ

の

他
の

諸

村
に

若

干
の

恩
給

免
税
地

を

公

認

さ

れ
､

ま
た

郡
内
諸

村
か

ら

若
干
の

役
得
を

徴
収

す
る

樟

脳
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利
を

持
っ

て

い

た
｡

(

郡

長
と

郡

書
記
は

､

郡
内
の

若

干

の

村
の

村
長
と

村
書
記
を

そ

れ

ぞ

れ

兼
任

し
て

い

る

こ

と

も

あ

っ

た
｡

)

同

様
に

村
長

､

村

長
補

佐
､

村
書
記
も

村
内
に

若
干
の

免
税
恩
給

地

を

持
っ

た

ほ

か
､

村
民
か

ら

様
々

な

役
得
を

徴
収

す
る

権
利
を

持
っ

た
｡

ま

た

市

場
地
の

長
と

書
記
も

､

市
場
の

商
工

業
着
か

ら

若
干
の

役
得
を

徴
収

し
た

｡

カ

ー

ス

ト

別
に

見
る

と
､

郡
長
と

村

長
は
マ

ラ

ー

タ
･

カ

ー

ス

ト
､

郡
書
記

と

村
書
記
は
バ

ラ

モ

ン

･

ヵ

ー

ス

ト
､

市

易
地
の

長
と

書
記
は

商
人
カ

ー

ス

ト

に

属
す
る

の

が

通

例
で

あ
っ

七
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

か

か

る

世

襲

役
職
と

そ

の

ワ

タ

ン

弔
酬
は

彼
ら
の

｢

家

産
+

と

見

倣
さ

れ
､

子

孫
に

相

続
･

分

割
さ

れ

得
た

(

こ

の

意
味
で

世

襲
)

だ

け

で

ほ

な

く
､

地

域
社

会
の

確

認

と

上

級

権
力
の

同

意
と

を

得
て

譲

渡
･

売

買
も

さ

れ

得
た

の

で
､

(

2 0
)

そ

の

担
当

者
は

か

な

り

頻
繁
に

交
替
し

た

よ

う
に

見
え

る

が
､

こ

の

制

度
そ

の

も

の

は
一

九

世

紀
に

英
領
に

な
っ

て

後
も

暫
ら

く
は

続
い

て

い

た
｡

彼
ら

は
､

各
自
の

管
掌
区

域

内
で

い

わ

ば

土

着
の

小

領
主
と

し
て

振
舞
い

､

特
に

郡
長
と

郡

書
記
は

､

公

文

書
に

お

ザ

･ミ
ソ

〆
-

ル

い

て

も

屡
々

｢

領

主
+

と

呼
ば

れ

た
｡

従
っ

て

彼
ら
の

人

民
に

対

す

る

影
響
力
は

甚
だ

大
き

く
､

彼
ら
の

協
力

な

し
に

ほ

地

租
そ

の

他
の

規
則
的
徴
収

も

殆
ど

不

可

能
に

近
か

っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

例
え

ば

或
る

村
の

納

税
に

つ

い

て
､

知
行
領
主

は
､

｢

村

長

は

こ

ジ

ヤ

†

こ

に

出
頭
し

て

い

る

が
､

村
書
記

と

村
長

補
佐
は

来
な
い

｡

地

租

減

-
･

ワ

ス

ー

ル

徴

収
の

仕
事
は

中

断
し
て

い

る
｡

千
ル

ピ

ー

か

ら

千
五

百
ル

ビ

.
ハ

ー

キ

ー

ー

の

未
納

分
が

彼
(

村
書
記
?
)

の

許
に

あ

る
｡

(

彼
ら
)

は

不

正

ラ

ー

ク

エ

ー

サ

ソ

チ

エ

Ⅰ

を

行

な
っ

て

逃

げ
回
っ

て

い

る
｡

村
の

耕

作
も

地

租
取
り

決
め

も

彼
(

?
)

の

掌
中

に

あ

る
｡

従
っ

て

彼
(

村
長
?
)

と

共
に

兵

(

2 1
)

士

を

遣
わ

し

て

(

彼
ら

を
)

連
れ

て

来
さ

せ

よ
｡

+

と

自

分
の

子

息

ア

イ
ソ

･

ジ
ャ

マ

ー

シ

ワ

ー

イ

ー
･

ジ

ャ

に

命
令
し

て

い

る
｡

ま

た
､

知
行
領
主
は

､

地

租

や

諸

徴

†

-

ヴ
ュ

ー

ト

カ

ソ

F
ニ

】

収
の

ほ

か

に
､

時
折
り

､

各
村
に

対

し

夫

役
や

貢
納
を

課
し
た

が
､

こ

の

貢
納
に

つ

い

て
､

､
､

､

ラ

ジ

県
の

或
る

郡
長
は

､

一

村

長
に

対

カ

ウ

ル

し
､

次
の

｢

保
証

書
+

を

書
い

て

い

る
｡

｢

(

貴
殿
の
)

村
に

貢
納

フ

ジ
エ

ー

ル

が

課
せ

ら
れ

て

い

る
｡

主

君
は

イ

チ

ヤ

ル

カ

ン

ル

ジ

ー

(

地

名
)

の

監

在

所
に

貴
殿
を

喚
問
し

､

貢
納
の

取
り

決
め

を

行
な

う
よ

う

(

小

生
に
)

命
ぜ

ら

れ

た
｡

そ

こ

で

貴
殿
は

(

小

生
に

対

し
)

同

村
の

窮
乏

状

態

を

説

明

し
た

｡

そ

こ

で

そ

の

請
願
を

考
慮
し

､

ま

た

同

村
の

昨
年
の

耕
作
状
態
を

も

検

討
し

て
､

今

年
の

(

貫

納
の
)

額
を

二

九

〇
ル

ピ

ー

と

確
定
し

､

(

そ

れ

以
上

を

要
求
し

な

い

と

の
)

こ

の

保

証

書
を

発
す
る

｡

上

記
ル

ピ

ー

を

納
入

し
､

安
心

さ

(

2 2
)

れ

た

い
｡

+

H

知
行

支

配
の

内

容

右
に

示
さ

れ

た

よ

う

な

知
行

官
僚

機
構
と

土

着
役
人

機
構
と

を
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八 ･
一
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踏
ま

え

た

知
行

領
主

権
の

最
大
の

内
容
を

な

す

も
の

は
､

言
う
ま

ず

カ

ー

ト

(

2 3
)

で

も

な

く
､

都
市

･

市

場
地
へ

の

入

関

税
､

都
市

･

農
村
の

商
エ

モ

ー

ハ

ー

グ

ル

フ

ァ

業
者
か

ら
の

営

業

税
､

と

り

わ

け

農
村
か

ら

の

地

祖
､

諸

徴
収

､

(

加
)

貢
納

､

夫

役
な

ど
の

徴
収
で

あ

っ

た
｡

商
工

業
者
だ

け
で

は

な

く
､

パ

ル

ワ

一

般
の

通

行
人
で

も

都
市
に

入
る

た

め
に

は

知
行

領
主

当

局
の

許

ナ

ギ
1

(

2 5
)

可
を

得
る

必

要
が

あ
っ

た

が
､

入

関
税
が

ど
の

よ

う
に

し
て

徴
収

さ

れ

た

の

か
､

当

面

依
拠
し
て

い

る

資
料
で

は

明

ら
か

で

な

い
｡

デ

カ

ン

の

他
の

地

域
で

は

屡
々

そ

う
で

あ

っ

た

よ

う
に

､

こ

こ

で

も

誰
か

に

徴
収

を

請
負
わ

せ

た

の

か

も

知
れ

な
い

｡

ま

た

商
工

業

着
か

ら
の

営
業
税
の

徴
収

方

法
も

明

ら
か

で

な
い

｡

し

か

し
､

或

る

都
市
で

は
､

税
で

は

な
い

が
､

私
通

を

犯

し
た

商
人
か

ら
の

罰

金

ほ

市

場
地
の

長
が

こ

れ

を

徴
収
し

､

ま
た

再

婚
し
た

織
工

女
か

メ

ヘ

ク

レ

ー

ら
の

再

婚
許
可

料
は

織
工

カ

ー

ス

ト

の

首
長
が

集
め

､

こ

れ

ら

を

(

2 6
)

そ

の

地

域
の

徴
収

行

政

官
に

納
め
る

こ

と
に

な
っ

て

い

た

か

ら
､

都
市
の

商
工

業
税
も

､

そ

れ

ぞ

れ

の

職
業
カ

ー

ス

ト

の

地

域
的

首

長
が

集
め
て

納
め

た

の

か

も

知
れ

な
い

｡

知
行

収

入
の

大

部

分
を

占
め

た

の

は
､

廉
い

も

な

く
､

農

村

か

ら

の

地

租
､

語

数
収

､

時
折
り

の

貢
納
で

あ
っ

た

が
､

こ

れ

ら

は
､

通

常
､

現

物
で

は

な

く
､

現

金

で

課
せ

ら

れ

た
｡

尤
も

､

そ

れ

が

農
業
生

産
に

占
め
た

割
合
は

こ

こ

で

ほ

朗

ら
か

で

な
い

が
､

(

2 7
)

か

つ

て

宰
相
の

直
轄
区

域
に

つ

い

て

述
べ

た

よ

う
に

､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

家
の

知
行
に

お

い

て

も

生

産
量
の

半
分
か

ら
三

分
の

二

ほ

ど

が

徴
収
の

基
準
で

あ

っ

た

か

も

し

れ

な
い

｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

農

村
か

ら
の

徴
収

･

納
入

の

直
接
的

責
任

を

負
わ

さ

れ

て

い

た

の

は
､

村
長
で

あ
っ

た
｡

そ

し
て

そ

の

負
担

額
は

か

な

り

苛

酷
な
も

の

で

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
｡

何

故
な

ら
､

滞
納
し

た

村
長
は

､

城
の

獄

ず

ー

ミ

ー

ソ

舎
に

投

獄
さ

れ
､

誰
か

保
証

人

(

通

例
近

村
の

村
長
か

村
書
記
)

(

甜
)

を

立

て

て

初
め

て

釈
放
さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

て

い

た

が
､

一

七

八

三

年
の

或
る

日

ミ

ラ

ジ

城
の

獄
舎
に

い

た

約
一

九
五

名
の

囚

人
の

う

ち
､

少
く
と

も

九

名
は

滞
納
の

た

め

に

投
獄
さ

れ

た

村
長
で

あ

っ

た
｡

こ

れ

ら
の

村
長
は

､

公

金

着
服

､

窃
盗

､

強
盗

､

殺
人

､

べ

ー

テ

ィ
ー

私

通
そ

の

他
の

廉
で

投
獄
さ

れ

た

囚

人
と

同

じ

く
､

通

常
は

鎖

マ

ー

ル

(

2 9
)

に

つ

な

が

れ
､

屡
々

打
輝
を

受
け
た

の

で

あ

る
｡

知
行
領
主

ほ
､

地

租
そ

の

他
の

強
制
徴
収

権
の

ほ

か
､

右
に

示

し
た

よ

う
な
い

わ

ば

刑
事
的
な

｢

犯

罪
+

に

つ

い

て

ほ

行
刑

･

裁

判
権
を

持
ち
こ

れ

を

随
時
行
使
七
た

こ

と

ほ

疑
い

な
い

｡

し
か

し
､

ワ

ク

ソ

カ

ー

ス

ト

や

世

襲
役
職
に

関
す
る

民

事
的

紛

議
に

つ

い

て

は
､

知

行
領
主
と
い

え

ど

も
､

こ

れ

を

勝
手
に

裁
判
し

､

任
意
に

処
理

す

べ

き
で

は

な

く
､

や

は

り

慣
行
に

従
っ

て
､

ま

ず
当

事
者
双

方
や

7

証

人
た

ち
の

出
席
す

る

裁
判
集
会
を

指
定
し

､

そ

の

結
果
を

ま
つ

甜
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(

翌

㌔

-

イ

ー

ぺ

き
で

あ
っ

た
｡

例
え

ば
､

一

七

八

〇

年
賀
籠
担

ぎ
カ

ー

ス

ト

に

属
す
る

三

名
の

人

物
が

一

人
と
二

人

と

に

別
か

れ

て
､

｢

カ

ー

ス

ト

の

争
い
+

を

起
し

､

二

人

の

方

が

知

行
領
主

配

下
の

恐

ら

く

徴

収

行

政

官
に

訴
え

た
｡

こ

の

地

方

官
ほ

も

う
一

人
を

喚
問
し

留
置

し
た

が

決

着
に

至

ら

な

か
っ

た
｡

す
る

と

サ

タ

ラ

の

王
の

駕
籠
担

サ

マ

ス

ト

･

ブ

ー

ト

■

ぎ
､

プ

ー

ナ

の

宰

相
の

駕
籠
担

ぎ
､

そ

の

他

｢

駕
籠

担
ぎ
カ

ー

ス

ボ

ー

イ

t

ト

全

員
+

(

か

か

る

表
現
に

は

誇
張
が

あ

る
)

が

地

方

官
の

所
に

来

て
､

｢

駕
範

担
ぎ
カ

ー

ス

ト

の

争
い

が

生

じ

た

時
に

は
､

従

来
そ

の

裁
定

は

彼
ら
の

カ

ー

ス

ト

内
で

行
わ

れ

ま

し
た

｡

政
府
に

行
っ

た

こ

と

は

あ

り

ま
せ

ん
｡

+

と

申
し

立

て

た

の

で
､

地

方

官
は

こ

の

件

を
､

､

､

ラ

ジ

の

領
主
に

報
告
し

､

｢

双

方

を

プ

ー

ナ

に

送

ら

せ

て

下

さ

い
｡

彼
ら

の

カ

ー

ス

ト

は

そ

こ

(
､

､

､

ラ

ジ
)

に

は

誰
も

居
ま

せ

ブ

ー

ト

･

サ

マ

ス

タ

ん

(

?
)

の

で
､

こ

こ

(

プ

ー

ナ
)

で

カ

ー

ス

ト

全

員
が

集
ま

り

ゴ

ー

カ

ー

ス

の

争
い

を

カ

ー

ス

ト

内

で

解
決
す
る

で

し
ょ

う
｡

カ

ー

ス

ト

集
会
に

お

け
る

正

義
を

考
え
て

双

方

を

私
の

許
か

ら

(

プ

ー

ナ

ア
ニ

ヤ

ー

ヤ

に
)

送

り

ま

し

よ

う
｡

後
に

不
正

が

あ

れ

ば
､

そ

れ

を

処
罰
し

て

(

飢
)

下

さ
い

｡

+

と

要
請
し

て

い

る
｡

ま
た

一

七

八

七

年
､

パ

ト

ワ

ル

セ

ー

テ

ー

ダ

ン

家
の

知
行
で

あ

る

ラ

ヒ

マ

ト

プ

ー

ル

町
の

市

場
地
の

長

の

役
職
に

関
し
て

二

名
の

人

物
が

争
い

､

町
の

地

方

官
に

訴

え

た
｡

.

ハ

ソ

.

タ

ワ

ー

地

方

官
は

町

民

集
会
に

裁

判

を

指
示

し
た

が
､

解
決
し

な

か
っ

た

の

で
､

知
行
領
主

は

改

め

て

別
の

裁
判

集
会
を

指
定

し
た

｡

し

か

彬
-

h

U

し
こ

こ

で

も

解

決
せ

ず
､

二

人
は

改
め

て

領
主
に

訴
え
た

の

で
､

領
主
ほ

示

談
に

よ

っ

て

解

決
す
る

こ

と

を

要
望
し

､

一

方
は

こ

れ

に

応
じ

た

が

他

方
は

応
じ

な

か
っ

た
｡

そ

こ

で

領
主
は

後
者

を
､

そ

の

兄

弟
と

子

息
と

共
に

投

獄
し
た

｡

と
こ

ろ

が

こ

の

当

事
者
は

獄
死

し
て

し

ま
っ

た
｡

そ

の

未
亡

人
は

､

改
め

て

裁
判
集
会
で

解

決
す
る

た

め

に
､

息

子

と

義
兄

弟
を

釈
放
さ

れ

た

い

と

請
願
し

､

(

3 2
)

領
主
は

こ

れ

を

認

め
て

､

裁
判

集

会
を

指
示

し
た

｡

要
す
る

に
､

か

か

る

｢

民

事
問
題
+

に

つ

い

て

は
､

知
行

領
主
は

そ

れ

を

ま

ず

カ

ー

ス

ト

集
会

乃

至

地

域
集
会
に

か

け
て

解
決
さ

せ

る
べ

き

で

あ

っ

た
｡

し
か

し
､

そ

れ

で

も

解
決
せ

ず
､

そ

し

て

示

談
に

も

応
じ

コ

ー

ク

ー

な
か

っ

た

り
､

或
い

は

裁
判
集
会
で

｢

虚
偽
+

と

判
定

さ

れ

た

者

は
､

領
主
に

よ
っ

て

屡
々

投
獄
さ

れ

た
｡

先
に

言

及
さ

れ

た
､

､

､

ラ

ジ

城
内
の

囚

人

名

簿
に

は
､

か

か

る

紛
議
の

故
に

投
獄
さ

れ

た

人

(

3 3
)

々

も

少

な
か

ら

ず
見
出
さ

れ

る
｡

同

時
に

､

知
行

領
主
は

､

右
の

よ

う

な

強
制
力

を

行

使
し

た

だ

け
で

ほ

な
い

｡

そ

の

反

面
に

ほ
､

当

然
に

､

人

民
に

対

す
る

保
護

シ

レ

ー

〆
-

ル

も

行
わ

れ

た
｡

領
主

は
､

戦
場
で

馬
を

死
傷
さ

せ

た

騎

士

に

は

馬
代
を

支

給

し
､

ま
た

戦
争
で

傷
つ

い

た

兵
士
に

対

し

て

は

若
干

(

34
)

の

手
当

を

支
給

し
た

だ

け

で

は

な
い

｡

早
魅

､

軍
隊
の

通

過
､

掠
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九 世 紀甫 マ ラ
ー

タ 地 方 に お け る 知 行領 主 制

ス

ー
･

■ト

奪
な

ど

で

荒
廃
し

た

村

落
に

対

し
て

は

地

租
そ

の

他

を

減
免
し
た

(

35
)

チ

ャ

ノ

バ

ー

ル

し
､

ま
た

例
え

ば

或
る

皮

革
業
者
(

賎
民
)

の

生

後
六
カ

月
の

息

子
が

腹

痛
を

患
っ

て

衰

弱
し

た

時
､

領
主
は

薬
代
と

し

て
一

日
ニ

(

3 6
)

パ

イ

サ

ず
つ

二

日

間
与

え

た
｡

様
々

な

強
制
力

を

行
使
す
る

反
面

で
､

こ

う

し
て

必

要
に

応

じ
､

折
り
に

ふ

れ

て

人

民

を

保

護
す
る

こ

と

は
､

イ

ン

ド

で

も

や

は

り

ダ

ル

マ

知
行

領
主
の

い

わ

ば

道
義
的

義
務
■
で

あ
っ

た

よ

う
に

見
え

る
｡

(

l
)

日

当
.

弓
e

阜

A
せ

官
n

已
粥

中

等
･

C

鞋
r

-
○

已
-
-

･

(

2
)

I

b

訂
r

-

p

p
●

H

粥

阜

宗
≡
･

(

3
)

A
｢
∽

､

d
d
-

･

く
H

H
-

n

O
∽
･

N

設
-

-
N

･

(

4
)

H

b
-

チ
d

d
-

.

く
)

n

2

-

諾
小

(

-

ヨ
か

1
-

-

ジ
勺
ワ

N

竜
一

ー
N

･

(

5
)

H

b
-

チ
d

d
-

.

く
H

H
､

n
〇
･

N

毘
斗

(

-

詔
-

-
い

-
‥

ジ

ワ

宗
N

い
･

(

6
)

H

b

声
-

d

d
-

‥
H

〆
n
〇
･

宗
£
(

-

3
u

-
岩
-
N
-

)
､

ワ

ミ
∞

N
･

(

7
)

E
一

弓
●

W
2
∽
t

-

A

苫
e

已
-

舛

句
-

ワ

C

巴
n

已
･

(

8
)

一

己
P

-

A
勺

官

邑
訂

A
-

や

琵
･

(

9
)

(

1 0
)

(

1 1
)

(

1 2
)

(

13
)

(

1 4
)

▲ロ
〇
.

H

b
-

P
-

A
匂

勺
印

口

巴
粥

p

や

H

M

已
r

H

b
-

P
-

A
p
七

ゐ

ロ
d

打

C
､

や

O

H

ヂ

A
｢
∽

-

召
-

.

く
一

日
○
●

-

設
¢

(
-

ヨ
か

-
-

-
○
-

づ

p
･

N

竜
一

ー
N

･

ロ
+

戸

≠
1

e
∽
t

-

A
勺

勺
e

n

d
i

O

e
∽

､

p

匂
･

貫
対
粥

已
ご

ー

C

望
1

r

I

b
-

P
-

A
勺

勺
e

n

巴
粥

A
)

p
･

i

く
･

∽

∽

河
竹

p

づ
C
-

.

H

H
一

ロ
〇
.

N

O

r

(

-

諾
い

-
-

○

-
-

占

も
+

巴
…

N

O

N

(
-

冨
山

-
-

○

-
-

串
や

一

軍

(

1 5
)

A
P
S

､

召
-

●

く
H
I

H
-

七

勺
･

き
だ
-
い
…

n
〇
･

い

○

窒
)

p
p
･

き

窒
1

h

”

ロ
○
●

山

岩
中

一

や

00
一

茂
･

(

1 6
)

H

E
P

､

召
-

●

舛
H

H
､

ロ
〇
･

い

謎

ズ
ー

苫
○

-
か

1
ロ
)

も
や

ミ
£
1
ム
･

(

1 7
)

H

b

声
､

召
-

.

桝
く

､

n
〇
･

記
巴
(

仁

n

計
t
e

e

も
･

竺
N

汁

(

1 8
)

l

E
千

言
-

.

く
H
H

H
}

ロ

〇
･

い
一

念
(

-

諾
∽

-
い

ー
旨
)

-

甲

走
h

戸

(

1 9
)

前

掲

拙

稿

｢

ア

ー

デ
ィ

ル

･

シ

ャ

ー

ヒ

ー

王

国
の

地

方

支

配
に

関

す
る

一

研
究
+

二

〇

七

-
四

一

頁
を

参

照
｡

(

2 0
)

例
え

ば

A
L
∽

､

召
-

･

H
く

､

勺
p
･

00

宗
-

-
ひ

を

見
よ

｡

(

2 1
)

H

b
-

チ
d

d
-

+
}

ロ
〇
･

-

N

O

(

-

謀
N

-
-

-

-
N

8
､

p
･

-

恥

ド

(

2 2
)

H

E
P

-

言
-

.

く
H

H
)

ロ
0
･

N

窒
叫

(
-

諾
0

1
ひ

-
い

)
､

p
･

訟
N

P

(

2 3
)

:

b
-

チ
d

d
-

･

粥
く

､

n

〇
･

コ
00

¢
､

や

00
い

芦

(

2 4
)

I

b
-

チ
d
d
-

.

H
､

ロ

P

-

旨
(

-

宗
N

-
-

N

-
N

)
､

や

一

軍

(

2 5
)

H

E
千

言
-

一

く
H
H

､

n
〇
･

N

3
N

(
-

諾
い

A
･

P
)

､

勺
･

い

ヨ
P

(

2 6
)

一

己
d

.

〉

召
-

.

く
H

I
H

)

ロ
〇
･

い

ー

ー

中

(

-

詔
心

A
･

P
)

､

や

志
}

N
･

(

2 7
)

拙

稿

｢

一

八

せ
紀
マ

ラ

ー

タ

王

国
に

お

け
る

農
民

に

つ

い

て
+

(
『

一

橋
論
叢
』

五

三
･

三
)

四

八

-
五

六

頁
参
照

｡

(

2 3
)

A
P
S
小

言
-

一

く
I
H

-

ロ
○

∽

+
3
い

-

三
-

諾
ぃ

A
･

ロ
)

も
+
ヨ
u

"

召
-

一

対
く

､

n
O

㌍

諾
い

㌣
レ

(

-

宗
一

A
･

P
)

-

宅
･

竺
N

N

-
い

･

(

2 9
)

H

b

声
-

召
-

-

く
H

I
)

β

〇
･

N

3
N

-

勺
p
･

当
N

チ
♪

い

諾
い

､

い

ヨ
〇

･

(

3 0
)

前

掲

拙

稿
｢

ア

ー

デ
ィ

ル

･

シ

ャ

ー

ヒ

ー

王

国
の

地

方

支

配
に

関
す

る
一

研

究
+

二

二

六

-
七

頁
｡

前

掲
拙

稿

｢

十

八

世

紀
マ

ラ

ー

タ

王

国
の

国

家

と
カ

ー

ス

ト
+

五
一

-
五

頁
を

参

照

さ

れ

た

い

｡

(

3 1
)

A
｢
∽

､

召
-

･

く
H

H
)

ロ
〇
･

N

設
ひ

､

p
･

巴

芦

(

3 2
)

H

E
チ

召
-

･

く
H

I
H

-

出
b
･

ピ
ー

u
)

胃
･

畠
-

い

-
今

∂β9
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3 6 3 5 3 4 3 3

H

E
d

･

､

J

d
】

･

く
H
I

)

n
〇
･

N

冒
N

)

胃
●

山

記
0

1

芦

I

夏
山

.

､

召
-

.

く
H
I

}

n
O
り
t

N

訟
い

1
h

芦

一

正

千

言
-

+
､

n
〇
･

浣
(

-

謡
い

A
.

P
)

も
.

実
r

一

宮

千

言
-

･

如
く

､

ロ
〇
･

記
N
上

人
-

詔
ひ

A
.

ロ
.

)

も
ゃ

窒
-

N

-
い

.

四

植
民

地

統
治
と

知
行
領
主

制

先
に

述
べ

ら

れ

た

よ

う
に

､

第
三

次

ア

ン

グ
ロ

･

マ

ラ

ー

タ

戦

争
(

一

八
一

七

-
八

年
)

の

結
果
マ

ラ

ー

タ

王

国
は

滅
亡
し

た
｡

宰

相
の

直

轄
区

域
は

英
領
に

併
合
さ

れ
､

宰
相

白
身
は

年
金

を

与

え

ら

れ

て

北
イ

ン

ド

に

追
放
さ

れ

た
｡

ま
た

サ

タ

ラ

の

王
､

コ

ル

ハ

ー

プ

ー

ル

分
国
の

王
､

イ

ン

ド

各
地
の

マ

ラ

ー

タ

諸

侯
は

そ

れ

ぞ

れ

東
イ

ン

ド

会
社
に

従

属
す
る

藩
主
と

し

て

存
続
を

認

め
ら

れ

た
｡

同

様
に

､

宰

相

配

下
の

知
行

領
主

た

ち

も
､

最
後
ま

で

宰
相

に

殉
じ

た

若
干
の

家

族
を

除
い

て
､

大

多
数
は

､

第
三

次

戦
争
の

際
､

会
社

当

局
に

よ

る

戦

線
離

脱
の

勧
告
と

所
領
の

安
堵
乃

至

加

増
の

保
証
と
に

応
じ
て

宰
相
か

ら

離
れ

､

そ

の

結
果

､

そ

れ

ぞ

れ

別

個
に

会
社

権
力

と

従

属
条
約
を

結
び

､

デ
カ

ン

の

各

地
に

散
在

す

る

小

藩
王

と

し
て

存
続
を

許
さ

れ

た
｡

最
後
の

宰

相
の

二

〇

余

年
に

わ

た

る

数
々

の

失

政
は

､

一

般
民

衆
だ

け

で

は

な

く
､

諸

侯
や

知
行

領
主
の

大

多
数
の

支

持
を

失
な
っ

て

し

ま
っ

て

い

た

と
は

い

ぇ
､

第
三

次

戦
争
中
は

会
社

権
力
の

威
嚇
と

宰
相
へ

の

奉

仕
義
務

∽

と

の

矛

盾
の

中
に

立

た

さ

れ
､

戦
後
は

英
人

駐
在
官
の

厳
し
い

監

視
の

下
で

､

か

つ

て

宰

相
に

対

し
て

負
う
て

い

た

語

義
務

を

改
め

て

会
社
に

対

し

て

負
わ

さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

知
行
領
主
た

ち
の

(

1
)

言

動
に

は

誠
に

微
妙
な
も

の

が

あ

っ

た
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

こ

う
し

て

マ

ラ

ー

タ

王

国
に

勝

ち
､

や

が

て

一

九

世

紀

中

頃
ま

で

に

全

イ

ン

ド

を

征

服
し
た

東
イ

ン

ド

会

社
は

､

イ

ン

ド

の

ほ

ぼ

半
分

の

地

域
を

｢

英
領
イ

ン

ド
+

と

し
て

そ

こ

に

直

接
統

治
を

行

な
い

､

他
の

半
分
に

は

総

数
六

百

を

越
え
る

大
小

多
数
の

清
三

国

を

設

置
し
て

､

こ

れ

ら

の

地

域

を

間
接
統
治
の

対

象
と

し
た

の

で

あ

っ

た
｡

こ

う

し
て

全
イ

ン

ド

に

主

権
を

確

立

す
る

と
､

内
政
の

不

干

渉

を

原

則
と

し

た

筈
の

藩
王

諸

国
に

対

し
て

も
､

や

は

り

様
々

な

介

入

政

策
が

と

ら

れ

る

こ

と
に

な
る

｡

そ

れ

ら
の

主

な

も
の

を

列
挙

し
よ

ゝ

フ
｡

第
三

次
ア

ン

グ

ロ

･

マ

ラ

ー

タ

戦

争
終

結
直

後
､

会
社
当

局
は

､

旧

知
行

領
主

層
に

対

し

て

外

交
･

宣

戦
の

権
限
を

拒
香

し
､

会
社

へ

の

忠
誠
と

軍

役
､

会
社

儲
か

ら

逃
入

し
た

罪
人
の

引

き

渡
し

､

及
び

領
内
の

治

安

維
持
を

義
務
づ

け
､

か

か

る

義
務

を

履
行

す
る

(

2
)

限
り

に

お

い

て

内

政
の
一

般
的
自
治
を

承

認

し
た

｡

ま

た

知
行

は

､

ン



+

( 9 7 ) 一

八
･ 一

九 世紀甫 マ ラ ー タ 地 方 に お け る 知 行領 主 制

多
少
の

加
減
を

受
け

た

の

ち
､

相

続
の

都
度
会

社
の

承

認

を

得
る

こ

と

を

条
件
と
し

て

世

襲
と

さ

れ

た
｡

そ

し
て

内
政
が

｢

全

く

混

乱
+

し

た

場
合
に

の

み

会
社

権
力
が

介
入

し

必

要
な

改

革
を

行

な

う
が

､

そ

れ

も

首
長
の

自
発
的
な

同

意
を

得
て

行
わ

れ

る

こ

と

も

(

3
)

決
め

ら
れ

た
｡

し
か

し
､

会
社
の

主

権
が

確
立

す
る

と
､

後
に

指
摘
さ

れ

る

よ

う
に

内

政
に

不

断
に

介
入

し
た

だ

け
で

は

な

く
､

イ

ン

ド

全

域
の

藩
王

国
に

つ

い

て
､

正

嫡
の

後
継
者
の

唐
な
い

藩
王

は

養
子
に

よ

っ

て

所

領
を

相

続
さ

せ

る

こ

と

を

認

め

ら

れ

な
い

と

す
る

｢

失

権

の

原
理
+

(

D
0
0

ま
ロ
e

O
巾

｢
P

勺
仏

e

)

が

打
ち

出
さ

れ

た
｡

そ

し
て

特

に
一

九

世

紀
中

頃
ま
で

に
､

数
多
く
の

藩
王

国
が

こ

の

原
理
の

適

用
を

受
け

次
々

と

｢

英
領
イ

ン

ド
+

に

併
合
さ

れ

た
｡

マ

ラ

ー

タ

系
の

藩
王

国
に

つ

い

て

も
､

一

八

四

八

年
に

サ

タ

ラ

藩
王

国
､

一

八

五

三

年
に

ナ

ー

グ

プ

ル

藩
王

国
と
ジ

ャ

ン

シ

ー

藩
王

国
と

が

英

領
に

併
合
さ

れ

た
｡

も
っ

と

規
模
の

小

さ

な
パ

†

ワ

ル

ダ

ン

諸

王

家
で

も
､

一

八
二

二

年
に

､
､

､

ラ

ジ

藩
王

国
が

同

族
の

間
で

四

分

剖

さ

れ

た

後
､

一

八

四

二

年
に

第
四

分
家

､

一

八

四

五

年
に

第
三

分

(

4
)

家
が

そ

れ

ぞ

れ

廃

止

さ

れ
､

所
領
ほ

英
領
に

併
合

さ

れ

た
｡

ま

た

一

八

二
一

年
に

ジ

ャ

ム

カ

ン

デ
ィ

家
か

ら

派

生

し
た

チ

ン

チ
ニ

ー

(

5
)

家

や
一

八

三

六

年
に

廃

止
さ

れ
､

更
に
パ

ー

ワ

ル

ダ
ン

一

族
の

最

も

有
力
な

武
将
で

あ

っ

た
.

ハ

ラ

シ

ュ

ラ

ー

ム

の

直
系
の

子
孫
タ

ー

(

6
)

ス

ガ

ー

オ

ン

家

や
一

八
四

八

年
に

接
収

さ

れ

た
｡

同

様
に

､

か

つ

て

ト

リ

ン

バ

ク

の

子
ニ

ー

ル

カ

ン

ト

の

子
孫

た

ち
が

保
持
し

た

シ

(

-
)

エ

ー

ド
パ

ル

領
も

一

八
五

七

年
に

英
領
に

併

合

さ

れ

た
｡

こ

う
し

て
､

南
マ

ラ

ー

タ

地

方
で

最
大
の

知
行

領
主

で

あ
っ

た

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

一

族
の

う

ち
､

サ

ン

グ

リ

ー

家
､

､

､

､

ラ

ジ

家
､

ジ

ャ

ム

カ

ン

デ
ィ

家
､

ク

ル

ン

ド

ワ

ド

家
だ

け
が

そ

の

主

要
な

メ

ン

バ

ー

と

し
て

残
っ

た
｡

同
地

方
の

他
の

小

藩
王

諸

国
で

も

同
様
の

事
態
が

(

8
)

生

じ

た
｡

こ

の

よ

う

な

廃

家
に

際
し
て

､

王
の

親
族
や

兵
士

は
､

時
折
り

一

般
領
民
の

支

持
を

も

得
て

､

屡
々

武
装

反

乱
に

訴
え

抵

抗
し

た

の

で

あ

る

が
､

そ

の

都
度
会

社

権
力
に

よ

っ

て

鎮
圧

さ

れ

た
｡

周

知
の

通

り
､

こ

の

｢

失

権
の

原
理
+

は
､

一

八

五

七

-
九

年
に

北
イ

ン

ド

を

中

心
に

勃
発
し
た

｢

セ

ポ

イ

の

反

乱
+

の

直

接

的
な

原

因
の
一

つ

で

あ
っ

た
｡

従
っ

て
､

｢

反

乱
+

鎮
圧

の

途
中

で

そ

れ

は

正

式
に

撤
回
さ

れ
､

そ

の

後
は

､

藩
王

国

を

積
極
的
に

保

護
し

､

存
続
さ

せ

る

政

策
が

と

ら
れ

た
｡

こ

の

よ

う
な

併
合
政

策
と

並

ん

で
､

も

う
一

つ

の

重

要
な

政

策

は

藩
王

国
の

武
装

解
除
で

あ
っ

た
｡

第
三

次

ア

ン

グ

ロ

･

マ

ラ

ー

タ

戦
争
が

終
結
に

近

付
い

た

頃
､

会
社

当

局
は

､

知
行
領
主

層
に

一
一

一-

対

す
る

政

策
の

一

環
と

し
て

｢

各

領
主
が

提
供
す

る

義
務
を

負
う
.

∬
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(

9
)

騎
馬
数
を

大

き

く

削
減
し
た

い
｡

+

と

の

方

針
を

表
明

し

た
｡

そ

し

て

間
も

な

く
､

当
局

は
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

一

族
と

の

取

り

決
め

に

お

い

て
､

彼
ら

は

宰

相

時
代
に

決
め

ら
れ

た

騎
馬
数
の

四

分
の

一

だ

け
を

維
持
し

､

そ

れ

を

以
っ

て

会
社
の

た

め

の

軍

役
に

服
す

(

1 0
)

べ

き
こ

と

を

定

め
､

更
に

､

こ

の

軍
役
を

恒
久

的
に

金

納
に

代
え

(

1 1
)

る

こ

と

を

提
案
し
た

｡

他

方
､

パ

ト

ワ

ル

ダ
ン

一

族

も
､

本
来
宰

相
に

仕

え

る

べ

き
で

あ

っ

た

軍
隊
を

以
っ

て

会
社
に

仕
え

る

こ

と

を

｢

不

名

誉
+

と

見

倣
し

､

む

し

ろ

軍
役
の

金

納
を

希
望
し

た

の

(

1 2
)

で
､

こ

の

希
望
は

直
ち
に

認

め

ら

れ

た
｡

他
の

知
行

領
主
の

中
に

は
､

軍
役
を

全
く

免
除
さ

れ
､

代
り

に
一

定

額
の

貢

納
を

会
社
に

(

1 3
)

納
め

る

こ

と

を

課
せ

ら
れ

た

も

の

も

居
た

｡

こ

の

よ

う

な

武
装

解

除
を

決
定

的
に

押
し

進
め

た

の

は
､

一

八

五

七

-
九

年
の
｢

セ

ポ

イ

の

反

乱
+

で

あ

っ

た
｡

北

イ

ン

ド

を

中

心

に

し

て

生

じ

た

こ

の

｢

反

乱
+

に

は
､

か

つ

て

北

イ

ン

ド

に

流
さ

れ

た

マ

ラ

ー

タ

王

国

の

宰
相
の

養
子
ナ

ー

ナ

ー

･

サ

ー

ヘ

ブ

や

そ

の

執

事

タ

ン

テ
ィ

ヤ

･

ト

ー

ぺ
､

ま

た

｢

失

権
の

原
理
+

を

適
用

さ

れ

て

廃

国
に

さ

れ

た

元
ジ

ャ

ン

シ

ー

藩
王

国
の

王

妃
ラ

ク

シ

ュ

､

､

､

･

バ

ー

イ

な

ど

マ

ラ

ー

タ

連
合

王

国
の

指
導
者
の

子

孫

た

ち
が

周

知
の

通
り

か

な

り

主

導

的

な

役
割
を

演
じ

た

の

で

あ

る

が
､

こ

の

｢

反

乱
+

が

北

イ

ン

ド

で

勃
発

す
る

と

間
も

な

く
､

南
マ

ラ

ー

タ

地

方
の

藩
王

国

に

お

い

て

も

反

英
反

乱
の

気
配
が

生

じ

た
｡

そ

こ

で

会
社

政

府
は

､

乃
-

へ
じ

一

八

五

八

年
春
こ

の

地

方
の

全

藩
主

に

対

し
､

大

砲
そ

の

他
の

軍

(

1 4
)

需
品
を

最
寄
り

の

英
領
基
地
に

提
出

す

る

こ

と

を

要
求
し
た

｡

一

部
の

藩
王
は

自
発

的
に

､

他
の

藩
王

は

余

義
な

く
こ

の

要
求
に

応

じ

た
｡

こ

う
し

て

例
え

ば

サ

ン

グ

リ

ー

城
で

は
､

二

門
の

大

砲
だ

け

を

礼

式

用
に

残
し

､

他
の

六
一

門
の

大

砲
と

一

〇

八

艇
の

ジ

ン

(

1 5
)

ガ

ル

銃
が

英
領
に

引

き

渡
さ

れ

た
｡

し

か

し
､

ナ

ル

グ

ン

ド

地

区

四
一

力

村
を

領
有
し
た

別
の

バ

ラ

モ

ン

藩
王
は

､

｢

恥

辱
よ

り

も

死
を

選
ぶ
+

と

宣

言

し
､

説
得
に

赴
い

た

英
人

官
吏
を

殺
し

て

反

英
反

乱
を

始
め

た
｡

し
か

し

彼
は

鎮
圧

軍
に

捕
え

ら
れ

て

絞
首
刑

(

1 6
)

に

処
せ

ら

れ
､

所
領
は

没

収

さ

れ

た
｡

同

じ

頃
､

パ

ト

ワ

ル

ダ

ン

一

族
の

ジ

ャ

ム

カ

ン

デ
ィ

王

も

武
装

反

乱
の

準
備
を

し

た

が
､

事
■

前
に

政
府

に

よ
っ

て

察
知
さ

れ
､

領
内
の

金

城

砦
の

取

り

壊
し
+

す
べ

て

の

大
砲
･

軍

需
品
の

没

収
､

兵

員
数
の

大
幅
削
減

を

条
件

(

1 7
)

と
し

て
､

所

領
の

保
持
を

許
さ

れ

た
｡

こ

う
し
て

､

イ

ン

ド

全

域

の

藩
主

諸

国
と

同

じ

く
､

商
マ

ラ

ー

タ

地

方
の

小

藩
王

国

も
､

殆

ど

礼
式
用
の

意
味
し
か

持
た

な
い

兵

員
を

除
い

て
､

武
装

を

大

き

く

解

除
さ

れ

た
｡

第
三

の

重

要
な

政

策
は

､

藩
主

諸

国
の

内

部

行

政
へ

の

直
接
的

介
入

で

あ
っ

た
｡

小

藩
王
た

ち
は

､

規
定
の

四

分
の

一

ほ

ど
に

削

ー

ツ
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減
さ

れ

た

と

は

い

え
､

一

定

数
の

騎
兵

隊
の

維
持
費
を

恒
久

的
に

会
社
に

納
め

ね

ば
な

ら
な

か
っ

た
｡

か

つ

て

ほ
､

兵
馬
の

数
を

加

減
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

軍
隊
維
持
費
を

か

な

り

大

幅
に

調

節
出
来

た

の

で

あ

る

が
､

今
ほ

そ

れ

も

難
し

く

な
っ

た

わ

け
で

あ

る
｡

こ

の

事
情
が

主

な

原
因
に

な
っ

た

か

と

も

思
わ

れ

る

が
､

一

九

世

紀

前
半
殆
ど

す
べ

て

の

藩
王

諸

国
に

お

い

て

財
政
難
と

負
債
の

累
積

と

が

生

じ

た
｡

そ

し
て

屡
々

債
権
者
た

ち
は

､

王

側
近
の

事
務

官

カ

ー

ル

パ

ー

,
-

職
や

地

方

徴
収

官
職
(

一

括
し

て

執

事

と

呼
ば

れ

た
)

に

就
き

､

或
い

は

執
事
た

ち

と

結
託

し
て

王

国
の

財
政

を

専

断
し

､

王

国
の

収
入

か

ら

利
子
･

元

金
･

そ

の

他
の

名

目
で

金

品

を

着
服
す
る

事

例
も

多
か
っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

い

ず
れ

に

せ

よ

会

社

政

府
は

､

か

か

る

事
態

に

つ

い

て

英
人

駐
在

官
か

ら

報
告
を

受
け

､

藩
王

た

ち

に

対

し

繰
り

返

し
て

執
事
の

交
替
を

要
求
し

､

或
い

は

随
時
介
入

し
て

執
事
を

罷

免
し

､

会
社

政

府
の

裁
判

所
に

お

い

て

裁
判
に

か

け
､

代
り

に
､

会
社

政

府
に

勤
め

て

い

た

イ

ン

ド

人
官

吏
を

派

遣

(

1 8
)

し
て

執
事
に

就
任
さ

せ

た

り

し
た

｡

こ

の

よ

う
な

介
入

は

首
長
に

ょ
っ

て

必

ず
し
.
も

歓
迎
さ

れ

た

わ

け
で

は

な
い

｡

例
え

ば
一

八

五

八

年
に

政

府
は

サ

ン

ダ

リ

ー

津
王

国
の

或
る

執
事
の

｢

専
断
+

を

牽
制
さ

せ

る

た

め

に
､

二

人
の

執
事
を

新
た

に

任
命

･

派

遣
し

た

が
､

そ

の

う

ち
の

一

人
が

た

ま
た

ま
バ

ラ

モ

ン

で

は

な

く

も
っ

と

下

級
の

プ

ラ

ブ

ー

･

カ

ー

ス

ト

の

成

員
で

あ
っ

た

事
情
も

あ
っ

て
､

藩
王
ほ

こ

の

任

命
に

強
く

反

対

し
､

｢

専

断
+

を

疑
わ

れ

た

執
事
も

(

1 9
)

自
発

的
に

辞

任
し

て

し

ま
っ

た
｡

こ

の

よ

う
な

反
対

や

抗
議
に

も

か

か

わ

ら

ず
､

内

政

介
入

ほ

繰
り

返

し

て

強
行

さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

他

方
で

､

首
長
た

ち

は
｢

パ

ッ

ク

ス

･

ブ

リ

タ

ン

ニ

カ
+

の

下
で

必

ず
し

も

無
為

･

安
逸
の

日

々

を

過

し
た

わ

け

で

は

な
い

｡

彼
ら
の

多
く

は
､

領
民
に

対

す
る

保
護
の

伝
統
を

継
い

で
､

領
内
に

多
数
の

井
戸
や

池
を

掘
っ

て

農
業
の

振
興

を

計

り
､

ま
た

多
く
の

学
校

も

(

2 0
)

建
て

て

領
民
の

教

育
に

も

関
心

を

向

け

た
｡

中
に

は
､

土

地

の

規
(

2 1
)

則
的

調

査

を

行
な
い

､

地

租
の

長

期
的

固

定

を

す
る

領
主
も

居
た

｡

し

か

し
､

所
詮

彼
ら
は

､

武
力
を

剥
奪
さ

れ

た

と
は

い

え
､

司

法
･

行

刑

権
は

ほ

ぼ

普

通
り

に

保
持
す

る

中

世

紀
の

遺
制
以

上
の

も

の

で

ほ

な
か

っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

善
悪
は

別

と

し
て

､

英
領
イ

ン

ド

に

お

い

て

は

様
々

な

変
革
が

導
入

さ

れ
､

そ

れ

に

対

応
し
て

イ

ン

ド

人
の

側
で

も

多
様
な

新
し
い

動
き
が

現

わ

れ

た
｡

そ

し

て

か

か

る

動
き

の
一

環
と

し
て

､

英
領
イ

ン

ド

で

は
一

九

世

紀

中

葉

以

後
､

新

興

知
識
層
に

よ

る

新
し
い

民

族
主

義
が
ム

口

頭
し

､

イ

ン

ド

を

独

立
へ

と

導
い

た

の

で

あ

る

が
､

他
の

地

域
の

藩
王

国
と

同

じ

く

南
マ

ラ

ー

タ

地

方
の

藩
王

諸

国
も

､

か

か

る

新

し
い

動
き
に

は

殆
ど

積

極

的
に

関
与

す
る

こ

と

な

く
､

中

世

的

様

相
を

固
守
し

m
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